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国
際
親
善
総
合
病
院
は
横
浜

市
の
西
の
外
れ
、
泉
区
西
が
岡

の
丘
陵
地
帯
の
住
宅
地
に
あ
る

病
床
数
２
８
７
床
の
急
性
期
病

院
で
す
。
経
営
母
体
は
社
会
福

祉
法
人
で
、
特
養
２
施
設
と
老

健
１
施
設
を
併
せ
持
ち
、
病
院

を
中
心
に
法
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

遂
行
し
て
い
ま
す
。 

病
院
名

称
に
ふ
さ
わ
し
く
か
つ
て
は
国

際
港
み
な
と
横
浜
そ
ば
の
関
内

に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
地
に

居
を
移
し
泉
区
唯
一
の
総
合
病

院
と
し
て
地
域
に
育
ま
れ
、
今

年
で
25
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の

地
で
の
歴
史
は
浅
い
も
の
の
、

病
院
ル
ー
ツ
を
た
ど
れ
ば
幕
末

１
８
６
３
年(

文
久
３
年)

に

　

平
成
27
年
4
月
1
日
付
け
で

医
療
法
人
社
団　

幸
隆
会　

多

摩
丘
陵
病
院
の
院
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
。
遡
れ
ば
昭
和
55
年

国
立
埼
玉
病
院
へ
の
チ
ー
フ

出
張
を
経
て
、
昭
和
58
年
以

降
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
に
8

年
半
、
慶
應
義
塾
大
学
に
14
年

半
、
東
京
医
科
大
学
に
8
年
半

と
約
31
年
間
、
一
貫
し
て
大
学

病
院
に
勤
務
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
初
め
て
民
間
病
院

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
不
慣
れ
な
た
め
戸
惑
う
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
規
模
の
病
院
な
ら
で
は
の
き

め
の
細
か
い
医
療
を
展
開
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待

を
持
っ
て
い
ま
す
。
多
摩
丘
陵

病
院
は
昭
和
57
年
に
開
設
し
て

か
ら
様
々
な
変
革
を
経
て
、
本

年
で
丸
33
年
目
を
迎
え
ま
す
。

先
々
代
の
院
長
で
あ
っ
た
同
期

生
の
今
井
達
郎
先
生
が
残
念
な

が
ら
昨
年
急
逝
さ
れ
、
そ
の

後
、
大
先
輩
で
あ
る
掛
川
暉
夫

先
生
が
院
長
と
な
ら
れ
ま
し
た

が
今
年
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た

た
め
、
私
が
第
5
代
の
院
長
に

な
り
ま
し
た
。
奇
し
く
も
平
成

19
年
7
月
30
日
発
行
の『
刀
林
』

第
89
号
の
第
1
面
に
今
井
先
生

の
多
摩
丘
陵
病
院
院
長
就
任
挨

山
下
町
の
外
人
居
留
地
に
開
設

さ
れ
たYokoham

a Public 
H

ospital

に
な
り
ま
す
。
長

い
歴
史
の
な
か
で
場
所
と
名
称

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
地
域
医

療
に
尽
く
す
と
い
う
精
神
は
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
参
り
ま
し

た
。
過
去
に
は
院
長
を
は
じ

め
順
天
堂
大
学
か
ら
の
医
師

比
率
が
多
い
病
院
で
し
た
が
、

北
島
政
樹
先
生
（
45
回
）
が

長
く
理
事
を
お
務
め
に
な
り
、

１
９
９
７
年
に
掛
川
暉
夫
先
生

（
33
回
）
が
院
長
就
任
以
後
は

外
科
に
引
き
続
き
整
形
外
科
、

放
射
線
診
断
科
が
慶
應
か
ら
の

教
室
人
事
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
科
系
診
療
科
は
橫
浜
市

大
、
昭
和
大
、
北
里
大
な
ど
で
、

そ
の
他
東
邦
大
、
東
海
大
な
ど

多
く
の
大
学
の
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
２
年
前
に
東
京
歯
科
大

学
市
川
総
合
病
院
病
院
長
を
退

拶
と
掛
川
先
生
の
国
際
親
善
総

合
病
院
院
長
退
任
挨
拶
が
同
時

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
深
い
因

縁
を
感
じ
ま
す
。当
院
は
内
科
、

外
科
・
消
化
器
外
科
、
整
形
外

科
、
脳
神
経
外
科
、
眼
科
、
泌

尿
器
科
、
婦
人
科
、
麻
酔
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
形

成
外
科
、
歯
科
、
な
ど
の
診
療

科
目
を
標
榜
し
、
一
般
病
棟

１
４
４
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
52
床
、
療
養
型
病
棟
44
床
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

任
し
、
国
際
親
善
総
合
病
院
に

病
院
長
補
佐
と
し
て
入
職
し
、

村
井 

勝
前
院
長
の
お
手
伝
い

を
し
な
が
ら
当
院
の
現
況
を
つ

ぶ
さ
に
見
て
参
り
ま
し
た
。
病

院
規
模
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
と

も
に
前
職
の
１
／
２
で
、
運
営

母
体
も
異
な
る
の
で
一
概
に
同

列
に
は
論
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

地
域
の
中
核
病
院
と
い
う
立
ち

位
置
は
共
通
で
、
医
療
安
全
管

理
、
感
染
制
御
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
、
病
診
連
携
、
チ
ー

ム
医
療
な
ど
の
診
療
形
態
に

は
、
前
職
で
の
経
験
を
そ
の
ま

ま
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
長
就
任
に
際
し
、
二
つ
の

重
点
施
策
を
掲
げ
ま
し
た
。
地

域
医
療
に
も
っ
と
も
求
め
ら
れ

る
救
急
医
療
と
、
が
ん
医
療
の

推
進
で
す
。
こ
の
地
域
は
橫
浜

市
内
で
も
高
齢
化
率
が
高
く
、

近
隣
に
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
も
の
の
、
地
域
の

お
年
寄
り
に
寄
り
そ
う
シ
ー
ム

レ
ス
な
が
ん
医
療
を
目
指
し

て
、
８
月
に
竣
工
す
る
新
館
棟

内
に
緩
和
病
棟
を
開
棟
し
ま

す
。
病
院
長
就
任
と
時
を
同
じ

く
し
て
佐
藤
道
夫
君
（
66
回
）

が
亀
山
哲
章
君
の
後
任
と
し
て

外
科
部
長
に
着
任
し
、
冨
田
眞

人
君
（
64
回
相
当
）、
宮
田
量

平
君
（
77
回
）、
大
平
正
典
君

（
85
回
相
当
）
ら
と
力
を
合
わ

せ
、
新
し
い
外
科
の
構
築
を
目

指
し
て
精
力
的
に
動
い
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
40
数
年
間
に
お

よ
ぶ
外
科
医
キ
ャ
リ
ア
ー
の
最

終
章
と
し
て
、
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
橫
浜
の
地
で
、
己
と
周

囲
の
高
齢
化
に
向
き
会
い
つ

つ
、
地
域
医
療
に
真
摯
に
と
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
刀
林
会
、四
慶
会（
神

奈
川
関
連
病
院
外
科
研
究
会
）

の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご

指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病
棟
76
床
の
計
３
１
６
床
の
病

床
を
有
し
て
い
ま
す
。
開
設
以

来
、「
生
き
る
力
を
支
え
合
い
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る
医
療
と
看
護

を
提
供
す
る
」
こ
と
を
理
念
と

し
て
、
地
域
に
密
着
し
住
民
に

信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

参
り
ま
し
た
。
二
次
救
急
指
定

病
院
の
立
場
で
急
性
期
対
応
を

積
極
的
に
行
う
と
同
時
に
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と

す
る
慢
性
期
治
療
、訪
問
診
療
、

さ
ら
に
は
人
間
ド
ッ
ク
に
よ
る

予
防
医
学
ま
で
幅
広
い
方
面
の

医
療
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
に
は
、
医
療
・
介
護

一
体
化
法
な
ど
の
変
化
に
対
応

し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を

開
設
し
、
二
次
救
急
か
ら
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
シ
ー

ム
レ
ス
な
医
療
を
さ
ら
に
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
外
科
は

慶
應
か
ら
櫻
川
忠
之(

部
長)

、

丸
山
正
太
郎
、
内　

雄
介
、
青

山
純
也(

研
修
医)

の
4
名
の

常
勤
医
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
教
育
出
張
病
院
と
し
て

の
責
務
を
果
た
す
べ
く
診
療
に

打
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
手
術
件
数
の
増
加
に
向
け

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
ケ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス

型
病
院
と
し
て
の
基
軸
は
堅
持

し
つ
つ
、
さ
ら
に
病
院
機
能
を

充
実
、
向
上
さ
せ
、
安
心
で
き

る
良
質
な
医
療
、
優
し
い
看
護

を
提
供
す
る
べ
く
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て
参
る

所
存
で
す
の
で
、
刀
林
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
の

ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
１
５
年
4
月
1
日
付
け

を
持
ち
ま
し
て
、
帝
京
大
学
医

学
部
外
科
学
講
座
教
授
を
拝
命

し
、
過
日
赴
任
い
た
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
就
任
に
際
し
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
北
島
政
樹

名
誉
教
授
、
池
田
正
客
員
教
授

お
よ
び
北
川
雄
光
教
授
を
は
じ

め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導

ご
鞭
撻
頂
い
た
刀
林
会
の
諸
先

生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
１
９
８
７
年
に
塾
医
学

部
を
卒
業
し
、
慶
應
義
塾
大
学

病
院
で
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
を

経
て
、
済
生
会
中
央
病
院
お
よ

び
足
利
赤
十
字
病
院
で
初
期
外

科
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
慶
應
に
帰
室
し
、
阿
部
令

彦
名
誉
教
授
が
主
催
さ
れ
て
い

た
一
般
・
消
化
器
外
科
に
入
局

し
、
乳
腺
班
に
所
属
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
乳
腺
班
で
は

榎
本
耕
治
先
生
お
よ
び
藤
原
潔

先
生
に
乳
癌
診
療
の
基
本
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研

究
面
で
は
故
上
田
政
和
先
生

に
「
癌
特
異
的
産
物
に
対
す
る

タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
療
法
」
の

テ
ー
マ
で
非
常
に
熱
心
か
つ

暖
か
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

た
。
ポ
ス
ト
チ
ー
フ
と
し
て
国

立
埼
玉
病
院
に
出
張
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
後
、
故
久
保
田
哲
朗

先
生
お
よ
び
北
島
政
樹
先
生
の

ご
高
配
に
よ
り
米
国
紐
育
に
あ

り
ま
す
コ
ー
ネ
ル
大
学
外
科

にresearch fellow

と
し
て

留
学
さ
せ
て
頂
き
、
乳
癌
の

chem
oprevention

の
研
究

に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
帰
国
後
は
国
家
公
務
員
共

済
組
合
連
合
会
立
川
病
院
に
て

再
び
臨
床
の
研
鑚
を
積
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
０
１
年
よ
り
慶
應
の
乳
腺

班
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
帰
室

し
、
池
田
正
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
臨
床
試
験
に
つ
い
て
、

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
作
成
か
ら
結
果

の
解
釈
ま
で
ご
指
導
頂
き
ま
し

た
。
２
０
０
６
年
に
池
田
正
先

生
が
帝
京
大
学
へ
転
出
さ
れ
て

か
ら
は
乳
腺
班
の
責
任
者
を
拝

命
し
、
乳
腺
班
の
さ
ら
な
る
発

展
と
後
進
の
育
成
に
邁
進
い
た

し
ま
し
た
。

　

帝
京
大
学
は
１
９
６
６
年
に

創
立
さ
れ
、
来
年
２
０
１
６
年

に
創
立
50
年
を
迎
え
、
記
念
式

典
な
ど
様
々
な
記
念
事
業
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
医
学
部

は
１
９
７
１
年
に
設
立
さ
れ
、

２
０
０
９
年
に
現
在
の
現
在
の

新
病
院
棟
が
竣
工
し
て
お
り
ま

す
。
帝
京
大
学
医
学
部
外
科
学

講
座
の
乳
腺
外
科
部
門
は
池
田

正
客
員
教
授
を
初
代
教
授
と
し

て
２
０
０
６
年
に
開
講
さ
れ
ま

し
た
。2
代
目
の
教
授
と
し
て
、

池
田
正
先
生
が
築
か
れ
た
乳
腺

外
科
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展

を
目
指
し
、
さ
ら
に
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
の
役
割
も
果
た

す
べ
く
、
一
層
の
研
鑚
に
努
め

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

乳
癌
の
治
療
は
手
術
、
放
射

線
治
療
お
よ
び
薬
物
治
療
に

よ
る
集
学
的
治
療
が
基
本
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
乳
癌
治
療
を
適
切
に
施
行

す
る
た
め
に
は
手
術
手
技
の
み

な
ら
ず
、
腫
瘍
のbiology

か

ら
薬
物
療
法
に
ま
で
精
通
し

たsurgical oncologist

で

あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
乳
腺

外
科
の
魅
力
を
後
進
に
伝
え
、

surgical oncologist

育
成
を

目
指
す
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ

た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
刀
林
会
の
先
生
方

の
暖
か
い
ご
支
援
な
ら
び
に
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

帝
京
大
学

医
学
部
外
科
学
講
座
教
授
就
任

神
野
　
浩
光
（
66
回
）

　

平
成
26
年
4
月
1
日
付
け
で

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

の
外
科
・
消
化
器
セ
ン
タ
ー
長
・

教
授
職
を
拝
命
し
ま
し
た
。
こ

の
た
び
の
就
任
に
あ
た
り
多
大

な
る
ご
支
援
を
受
け
賜
り
ま
し

た
刀
林
会
の
諸
先
生
方
、
特
に

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
長
北
島

政
樹
先
生
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
一
般
消
化
器
外
科
教
授
北

川
雄
光
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病

院
は
、
２
０
０
５
年
に
東
京
専

売
病
院
を
継
承
し
て
開
設
し
た

東
京
タ
ワ
ー
の
膝
下
に
あ
る
病

院
で
す
。
２
０
０
８
年
に
東
京

都
認
定
が
ん
診
療
病
院
の
認
定

を
受
け
、
が
ん
診
療
に
お
け
る

基
幹
病
院
と
し
て
地
域
医
療
に

後
見
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２

年
２
月
に
は
、
落
ち
着
い
た
外

観
を
備
え
た
地
上
11
階
・
地
下

１
階
の
新
病
院
（
一
般
病
床 

２
９
１
床
：
Ｉ
Ｃ
Ｕ
６
床
）
と

な
り
ま
し
た
。
外
科
・
消
化
器

セ
ン
タ
ー
は
、
外
科
医
6
名
、

消
化
器
内
科
医
7
名
で
構
成
さ

れ
、
病
床
数
は
53
床
あ
り
、
年

間
：
全
身
麻
酔
手
術
４
５
０
例
・

上
部
消
化
管
内
視
鏡
５
０
０
０

例
（
治
療
内
視
鏡
２
５
０
例
）・

下
部
消
化
管
内
視
鏡
２
５
０
０

例
（
治
療
内
視
鏡
８
０
０
例
）

を
施
行
し
て
い
ま
す
。
消
化
器

内
科
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
か

ら
の
先
生
が
主
で
い
わ
ゆ
る
同

門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、外
科
・

内
科
の
緻
密
な
連
携
が
形
成
さ

れ
非
常
に
働
き
や
す
い
環
境
で

す
。
ま
た
、
外
科
6
名
は
、
私

の
ほ
か
に
首
村
智
久
（
72
回
：

肝
胆
膵
）、
似
鳥
修
弘
（
77
回
：

下
部
）、田
中
求（
84
回
：
上
部
）、

松
井
信
平
（
87
回
：
下
部
）
と

加
藤
亜
裕
と
と
も
に
お
互
い
協

力
し
最
高
の
チ
ー
ム
医
療
を
実

践
で
き
る
よ
う
に
北
島
学
長
の

も
と
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
１
９
８
８
年
慶
應
義
塾

大
学
卒
業
後
、
済
生
会
中
央
病

院
・
足
利
赤
十
字
病
院
の
フ
レ

マ
ン
出
張
後
に
、
安
藤
暢
敏
先

生
（
50
回
）
を
班
長
と
す
る
食

道
班
に
所
属
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
ど
ん
な
合
併
症
に
も
立
ち
向

か
え
る
術
後
管
理
を
勉
強
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福

生
病
院
に
チ
ー
フ
出
張
し
、
諸

角
強
英
先
生
（
53
回
）
の
基
で

外
科
手
術
の
基
本
か
ら
応
用

を
学
び
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
、

１
９
９
８
年
よ
り
帝
京
大
学
外

科
に
所
属
し
、
高
見
博
先
生

（
49
回
）
よ
り
内
分
泌
外
科
を

学
び
甲
状
腺
の
内
視
鏡
手
術
を

考
案
す
る
な
ど
し
て
外
科
医
と

し
て
の
視
野
を
広
く
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
消
化
器
の
み
で
は

な
く
内
分
泌
疾
患
を
含
め
た
幅

広
い
診
療
と
低
侵
襲
手
術
か
ら

高
難
度
手
術
ま
で
疾
患
の
状
態

を
十
分
把
握
し
た
外
科
治
療
を

提
供
し
、
港
区
三
田
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
の
地
位
を
築
き

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
機
関
と
し
て
外
科

学
の
楽
し
さ
・
厳
し
さ
・
や
り

が
い
を
後
進
に
伝
え
一
人
で
も

多
く
の
外
科
医
が
誕
生
で
き
る

環
境
を
整
え
、
研
究
面
で
は
、

病
理
診
断
セ
ン
タ
ー
の
長
村
義

之
先
生
（
49
回
）
と
と
も
に
癌

の
遺
伝
子
研
究
に
着
手
し
て
お

り
結
果
を
期
待
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
刀
林
会
の
皆
様
の
暖
か

い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

外
科
消
化
器
セ
ン
タ
ー
長
、
教
授
就
任

池
田
　
佳
史
（
67
回
）
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平
成
27
年
3
月
31
日
付
で
約

9
年
半
勤
め
た
帝
京
大
学
医
学

部
外
科
学
講
座
を
無
事
退
任
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。
思
え
ば
、

帝
京
大
学
に
赴
任
す
る
と
き
に

も
刀
林
で
ご
挨
拶
を
し
た
よ
う

な
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
時
の

経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。
帝

京
大
学
外
科
学
講
座
に
関
し

て
は
、
少
し
前
の
「
刀
林
第

１
０
４
号
」
に
川
村
先
生
が
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照

下
さ
い
。
帝
京
は
慶
應
と
同
じ

く
大
教
室
制
で
あ
り
、
外
科
学

講
座
の
中
に
上
部
消
化
管
、
下

部
消
化
管
、
肝
胆
膵
、
呼
吸
器
、

乳
腺
、
小
児
、
血
管
な
ど
の
各

部
門
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
私

は
乳
腺
担
当
の
教
授
で
し
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
は
若
い
先
生
を

含
め
て
も
常
時
3
人
程
度
で
あ

り
、
大
変
多
忙
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
平
成
19
年
に
は

日
本
乳
癌
学
会
を
主
催
さ
せ
て

戴
き
、
平
成
22
年
か
ら
は
日
本

乳
癌
学
会
理
事
長
も
務
め
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
こ
と
に
乳
癌

学
会
を
主
催
し
た
と
き
に
は
刀

林
会
の
先
生
方
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
、
同
門
の
有
難
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
含
め
北
島
教
授
、
北
川
教
授

に
は
陰
に
陽
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
最
近
の
大
学
、

大
病
院
で
は
不
祥
事
も
多
々
あ

り
、
世
間
を
賑
わ
し
て
い
ま

す
。
診
療
、
教
育
、
研
究
の
た

め
に
は
安
全
が
す
べ
て
の
前
提

に
な
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ

ん
。
私
は
最
後
、
副
院
長
も
務

め
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、
幸

い
に
も
任
期
中
は
大
過
な
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
呼
吸
器
外
科
の
川
村
教

授
（
61
回
）
に
主
任
教
授
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
乳
腺
担
当
の

教
授
と
し
て
は
慶
應
の
准
教
授

で
あ
っ
た
神
野
先
生
（
66
回
）

に
来
て
戴
き
ま
し
た
の
で
全
く

心
残
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
医
療
の
分
野
で
は
専
門
医

制
度
改
革
が
進
み
、
教
育
制
度

も
臨
床
実
習
増
加
の
た
め
急
速

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
が
進
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
医
療
安

全
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
種
々

の
診
療
関
連
事
項
の
改
定
が
な

さ
れ
、
た
だ
で
さ
え
忙
し
い
外

科
医
が
日
業
業
務
に
忙
殺
さ
れ

て
い
ま
す
。
刀
林
会
員
は
帝
京

大
学
外
科
学
講
座
の
中
で
は
ま

だ
少
数
派
で
は
あ
り
ま
す
が
、

川
村
先
生
、
神
野
先
生
を
は
じ

め
と
し
た
刀
林
会
の
先
生
方
に

は
、
ま
た
新
た
な
視
点
と
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
牽
引
し

て
い
っ
て
戴
き
た
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

卒
後
41
年
と
も
な
る
と
、
今

ま
で
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
な
ど

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
乳
腺
を
始
め
た

と
き
は
阿
部
教
授
、
榎
本
講
師

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
他
名
前
を
挙
げ
る
と

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は

北
里
研
究
所
病
院
、帝
京
大
学
、

慶
應
大
学
、
多
摩
丘
陵
病
院
に

お
い
て
、
若
い
先
生
と
共
に
も

う
少
し
乳
腺
の
臨
床
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

帝
京
大
学
医
学
部

　

外
科
学
講
座
主
任
教
授
を
退
任
し
て

池
田
　
正
（
53
回
）

　

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
は
、
国
際
競
争
力
の
あ

る
世
界
最
高
水
準
の
病
院
作
り

を
め
ざ
し
、
が
ん
、
心
臓
病
に

対
す
る
高
度
専
門
医
療
に
特
化

し
、
か
つ
高
度
の
救
命
救
急
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
平
成
19
年
４
月
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
３
ｋ
ｍ
ほ
ど
離
れ

た
埼
玉
医
科
大
学
病
院
と
は
兄

弟
の
よ
う
な
関
係
で
、
二
つ
の

病
院
で
一
つ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
専
門
領
域
を

分
担
し
て
い
ま
す
が
、
当
院
は

「
が
ん
」、「
心
臓
病
」、そ
し
て「
脳

卒
中
を
含
め
た
救
命
救
急
」
の

治
療
を
得
意
と
す
る
病
院
で
す
。

刀
林
会
員
は
加
藤
木
利
行
保
健

医
療
学
部
長
（
52
回
）、
私
（
62

回
）、
保
土
田
健
太
郎
（
77
回
）

の
小
児
心
臓
外
科
３
人
と
、
宮

澤
光
男
消
化
器
外
科
教
授
（
64

回
）
が
在
籍
す
る
の
み
で
す
が
、

三
四
会
員
と
な
り
ま
す
と
棚
橋

紀
夫
神
経
内
科
教
授
（
53
回
）、

岩
永
史
郎
心
臓
内
科
教
授
（
64

回
）、
小
山
正
史
泌
尿
器
腫
瘍
科

教
授
（
72
回
）、
西
部
伸
一
麻
酔

科
教
授
（
65
回
）
を
は
じ
め
と

し
て
15
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。

　

当
院
は
、
従
来
の
病
院
、
特

に
大
学
病
院
の
概
念
や
枠
組
み

に
全
く
と
ら
わ
れ
ず
に
、「
患

者
中
心
の
医
療
」
を
具
現
化
す

埼
玉
医
科
大
学

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

鈴
木
　
孝
明
（
62
回
）

副
院
長
　
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
長

小
児
心
臓
外
科
教
授

病
院
紹
介

病
院
紹
介

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

病
院
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

は
今
ま
で
の
病
院
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
異
な
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

イ
ー
で
患
者
を
迎
え
ま
す
。
開

院
以
来
、
安
心
で
安
全
な
満
足

度
の
高
い
、
質
の
高
い
医
療
を

め
ざ
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
成

果
と
し
て
今
年
の
２
月
に
世
界

基
準
の
病
院
機
能
評
価
で
あ
る

Ｊ
Ｃ
Ｉ (Joint Com

m
ission 

International)

の
認
定
病
院
と

な
り
ま
し
た
。
日
本
の
大
学
病

院
と
し
て
は
初
め
て
の
認
定
と

な
り
ま
す
。

　

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
の
構
成

は
、
包
括
的
が
ん
セ
ン
タ
ー

３
９
０
床
、
心
臓
病
セ
ン
タ
ー

１
６
５
床
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

１
４
５
床
の
合
計
７
０
０
床
と

な
っ
て
お
り
、
各
々
の
セ
ン

タ
ー
内
で
は
各
診
療
科
が
内
科

外
科
を
問
わ
ず
協
力
し
て
治
療

に
あ
た
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
。
手
術
室
は
16
室
が
常
に

稼
働
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２

室
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で

す
。
月
間
の
手
術
数
は
５
５
０

〜
６
０
０
例
を
こ
な
し
て
お
り

ま
す
。
集
中
治
療
用
の
ベ
ッ
ド

が
多
い
の
が
特
徴
で
、
特
定
集

中
治
療
室
管
理
料
を
算
定
し
て

い
る
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
２
箇
所
で
24

床
、
救
命
救
急
入
院
料
を
算
定

し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
が

４
箇
所
で
50
床
、
ハ
イ
ケ
ア
ユ

ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
を
算

定
し
て
い
る
Ｈ
Ｃ
Ｕ
が
２
箇
所

で
22
床
と
、
数
字
が
示
す
通
り

高
度
な
急
性
期
医
療
を
行
う
た

め
に
特
化
し
た
施
設
と
言
え
ま

す
。
包
括
的
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

扱
う
が
ん
手
術
の
多
く
が
、
全

国
で
20
位
以
内
に
入
る
症
例
数

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
病
セ

ン
タ
ー
の
手
術
数
は
関
東
で
２

位
、
全
国
で
も
３
位
の
ハ
イ
ボ

リ
ュ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
す
。
心

臓
移
植
実
施
認
定
施
設
と
し
て

多
く
の
補
助
人
工
心
臓
を
装
着

し
て
お
り
、
心
臓
移
植
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
不

整
脈
に
対
す
る
心
筋
焼
灼
は
小

児
か
ら
成
人
ま
で
行
う
こ
と
の

で
き
る
数
少
な
い
施
設
で
あ
り
、

冠
動
脈
疾
患
に
対
す
る
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
数
も
大
学
病
院
で
は

全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

小
児
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
有

数
の
複
雑
心
奇
形
の
治
療
施
設

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
は
、
三
次
救
急
施

設
と
し
て
認
可
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
急
性
心
血
管
セ
ン
タ
ー
、

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
、
救
急
・
外

傷
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
3
本
の

柱
が
あ
り
、
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

で
は
全
国
で
も
上
位
に
入
る
手

術
数
と
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
数
を

こ
な
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
埼
玉
医
科
大
学

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
は
急
性
期

重
症
疾
患
を
対
象
と
し
て
、
従

来
の
縦
割
り
の
診
療
科
毎
の
診

療
で
は
な
く
横
の
繋
が
り
を
重

視
し
た
治
療
を
行
な
う
と
い
う

基
本
を
貫
い
て
い
る
新
し
い
タ

イ
プ
の
大
学
病
院
と
言
え
ま
す
。
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１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）

に
山
王
病
院
は
創
設
さ
れ
、

本
年
で
78
年
に
な
り
ま
す
。

２
０
０
０
年
に
現
在
の
場
所
に

移
転
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
当
院

は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
先
駆
け
と
し
て
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
充
実
に
重
点
が
置
か
れ

て
お
り
ま
す
。
も
と
も
と
産
科

の
病
院
と
し
て
有
名
で
は
あ
り

ま
す
が
、
21
世
紀
の
医
療
を
担

う
病
院
と
し
て
医
師
の
充
実
、

医
療
の
高
度
化
・
近
代
化
に
対

応
す
べ
き
機
器
の
充
足
を
図

り
、
総
合
病
院
と
し
て
変
化
を

遂
げ
て
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

隣
地
に
は
新
棟
が
こ
の
3
月
に

完
成
し
、
2
・
3
階
部
分
に
は

山
王
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て

19
床
の
産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
、

4
階
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、

５
階
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
を
新
設
。
地
下
1

階
に
は
本
院
の
手
術
室
を
増
設

（
計
6
室
）、
1
階
に
も
外
来
診

察
室
や
点
滴
室
、
化
学
療
法
室

を
増
設
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

徒
歩
3
分
の
場
所
（
も
と
も
と

山
王
病
院
が
あ
っ
た
所
）
に
山

王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
こ
ち
ら

で
は
検
診
を

主
体
と
し
た

予
防
医
学
セ

ン
タ
ー
、
人

工
透
析
セ
ン

タ
ー
、
血
管

セ
ン
タ
ー
、

脳
血
管
セ
ン

タ
ー
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　

当
院
で
ご

勤
務
い
た
だ

い
た
刀
林
会

の
先
生
方
は

榎
本
耕
治
先

生
（
40
回
）、

丸
山
圭
一
先

生
（
41
回
）、

山
王
病
院

菊
池
　
潔
（
56
回
）

山
王
病
院

副
院
長
・
外
科
部
長

病
院
紹
介

病
院
紹
介

寺
本
龍
生
先
生
（
47
回
）、
奥

田　

誠
先
生
（
52
回
）、
菊
池

　

潔
（
56
回
）、
松
井　

哲
先

生
（
65
回
）、
辻
塚
一
幸
先
生

（
69
回
）
で
す
。
こ
の
内
奥
田
、

菊
池
、
辻
塚
は
現
在
も
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。

　

外
科
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

は
他
に
渡
邊
五
郎
先
生
（
東

大
１
９
７
６
年
卒
・
肝
胆

膵
）、
高
尾
良
彦
先
生
（
川
崎

医
大
１
９
７
９
年
卒
・
肛
門
機

能
）、
清
水
伸
幸
先
生
（
東
大

１
９
９
９
年
卒
・
上
部
消
化
管
）

の
3
君
が
お
り
ま
す
。
消
化
器

外
科
と
し
て
は
内
視
鏡
、
腹
腔

鏡
を
用
い
た
低
浸
襲
手
術
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
大
腸
・
肛

門
外
科
で
は
排
便
機
能
を
主
に

取
り
扱
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
電

極
刺
激
に
よ
る
肛
門
機
能
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

乳
腺
外
科
と
し
て
は
マ
ン
モ

ト
ー
ム
を
積
極
活
用
し
、
早
期

乳
癌
の
発
見
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

当
院
は
青
山
一
丁
目
に
あ
り

慶
應
義
塾
大
学
病
院
が
非
常
に

近
い
の
で
、
多
く
の
患
者
の
治

療
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

で
を
カ
バ
ー
し
ま

す
。
引
っ
越
し
に
あ

た
っ
て
は
陸
上
自
衛

隊
の
協
力
の
下
に
約

１
５
０
名
の
退
院
で

き
な
か
っ
た
在
院
患

者
さ
ん
が
移
送
さ
れ

ま
し
た
。
日
常
に
な

い
物
々
し
い
雰
囲
気

が
漂
い
ま
し
た
が
、

整
然
と
ト
ラ
ブ
ル
な

く
引
っ
越
し
を
終
え

ま
し
た
。
広
く
３
階

分
吹
き
抜
け
の
穏
や

か
な
日
差
し
が
注
ぐ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら

ロ
ビ
ー
は
混
雑
を
感

じ
さ
せ
ず
、
病
院
を

訪
れ
る
患
者
さ
ん
の

緊
張
を
和
ら
げ
て
お

り
好
評
で
す
。
今
年

の
１
〜
３
月
に
放
送
さ
れ
た
医

療
ド
ラ
マD

octors3

の
撮
影

に
ロ
ビ
ー
等
が
使
わ
れ
た
た
め

目
に
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

外
科
に
は
刀
林
会
会
員
と
し

て
飯
尾
宏
（
65
回
）、
壁
島
康

郎
（
74
回
）、
柏
木
浩
暢
（
平

成
５
年
筑
波
大
卒
）、
門
田
佳

恵
（
85
回
）、池
端
幸
起
（
92
回
）

が
お
り
ま
す
。
通
常
７
名
の
ス

タ
ッ
フ
で
年
間
約
６
０
０
例
の

手
術
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
原
協
同
病
院

飯
尾
　
宏
（
65
回
）

伊
勢
原
協
同
病
院

乳
腺
外
科
部
長

病
院
紹
介

病
院
紹
介

　

Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
厚
生
連
伊
勢

原
協
同
病
院
は
故
米
山
桂
八
先

生
（
38
回
）
の
後
を
継
い
だ
別

所　

前
病
院
長
（
50
回
）
在
任

中
か
ら
始
ま
っ
た
新
病
院
構
想

が
つ
い
に
結
実
し
、
平
成
２
６

年
８
月
１
日
に
新
築
移
転
し
て

診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
病

院
は
一
般
病
床
３
１
０
床
に
加

え
て
回
復
期
病
床
43
床
と
新
た

に
独
立
棟
と
し
て
14
床
の
緩
和

ケ
ア
病
棟
を
備
え
、
急
性
期
医

療
か
ら
が
ん
終
末
期
医
療
ま

腹
部
手
術
や
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
等

に
お
け
る
腹
腔
鏡
下
手
術
化
に

努
め
、
治
療
経
過
も
安
定
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ

ク
等
を
展
開
す
る
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
中
安
邦
夫
セ
ン
タ
ー

長
（
61
回
）、横
山
剛
義
（
72
回
）

が
い
ま
す
。

　

伊
勢
原
市
は
神
奈
川
県
県
央

部
に
位
置
す
る
人
口
約
10
万
人

の
街
で
す
が
、
隣
接
す
る
厚
木

市
、
平
塚
市
、
秦
野
市
か
ら
県

北
部
に
至
る
約
70
万
人
の
医
療

圏
を
直
線
距
離
約
８
ｋ
ｍ
に
あ

る
平
塚
市
民
病
院
な
ど
共
に

担
っ
て
い
ま
す
。
慶
應
義
塾
大

学
か
ら
は
外
科
の
他
整
形
外

科
、
泌
尿
器
科
、
耳
鼻
咽
喉
科

な
ど
の
外
科
系
診
療
科
と
放
射

線
診
断
科
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
消
化
器
科
は
北
里
大
学
か

ら
、
内
科
、
小
児
科
、
リ
ハ
ビ

リ
科
は
東
海
大
学
か
ら
、
産
婦

人
科
は
杏
林
大
学
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
院
は
今
回
の

移
転
に
よ
っ
て
東
海
大
学
病
院

に
ほ
ぼ
隣
接
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
大
学
病
院
と
の
診
療

機
能
の
分
担
が
各
診
療
科
に
お

い
て
現
実
問
題
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
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こ
の
た
び
、来
年
、２
０
１
６

年
の
第
32
回
日
本
小
児
外
科
学

会
秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。　

　

日
本
小
児
外
科
学
会
の
学
術

集
会
は
年
２
回
あ
り
、
春
の
総

会
は
、
３
日
間
で
小
児
外
科
の

さ
ま
ざ
ま
な
討
論
を
行
う
場
で

す
が
、
秋
の
会
は
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
を
決
め
討
論
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

合
わ
せ
、
小
児
外
科
の
各
種
研

究
会
を
Ｐ
Ｓ
Ｊ
Ｍ
と
称
し
て
合

同
開
催
す
る
こ
と
が
恒
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当

院
の
元
院
長
で
あ
る
遠
藤
昌
夫

先
生
が
、
２
０
０
１
年
に
「
小

児
外
科
栄
養
」
を
テ
ー
マ
に
第

17
回
秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
さ
れ
た
と
き
か
ら
始
め
た
こ

と
で
、
２
０
１
６
年
は
、
第
36

回
日
本
小
児
内
視
鏡
外
科
・
手

術
手
技
研
究
会
（
会
長
：
静
岡

県
立
こ
ど
も
病
院
漆
原
直
人
先

生
）、
第
21
回
日
本
小
児
外
科

漢
方
研
究
会
（
会
長
：
新
潟
大

学
窪
田
正
幸
教
授
）、
第
46
回

日
本
小
児
外
科
代
謝
研
究
会

（
会
長
：
浜
松
医
科
大
学
小
児

外
科
川
原
央
好
先
生
）、
第
73

回
直
腸
肛
門
奇
形
研
究
会
（
会

長
：
東
東
京
都
立
小
児
総
合
医

療
セ
ン
タ
広
部
誠
一
先
生
）、

第
27
回
日
本
小
児
呼
吸
器
外
科

研
究
会
（
会
長
：
東
北
大
学
仁

尾
正
記
教
授
）
を
２
０
１
６
年

10
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
、
さ

い
た
ま
市
の
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
イ
で
開
催
す
る
予
定
で
、
秋

季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
最
終
日
の

29
日
で
す
。

　

秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
は
、
基
本
的
に
は
学
会
理
事

会
で
決
め
ら
れ
る
の
で
す
が
、

直
近
で
は
、
杏
林
大
学
韮
澤
融

司
教
授
が
一
昨
年
会
長
の
時

は
「
小
児
救
急
医
療
―
外
傷
・

虐
待
」
で
、
昨
年
は
、「
倫
理
」

が
テ
ー
マ
で
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
、「
ト
ラ
ン
ジ
ッ
シ
ョ

ン
（
小
児
患
者
の
成
人
医
療
へ

の
移
行
」
で
す
。

　

小
児
外
科
疾
患
に
は
、
小
児

期
に
治
療
し
て
ほ
ぼ
完
治
し
後

に
問
題
を
残
さ
な
い
も
の
、
あ

る
程
度
治
療
を
継
続
し
な
が
ら

成
長
し
、
成
人
に
至
っ
た
時
点

で
終
了
し
て
よ
い
も
の
の
ほ
か

に
、
成
人
以
降
も
治
療
が
必
要

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
成
人
に

な
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
難
治

疾
患
の
生
存
率
が
上
が
っ
て
い

る
現
在
、
以
前
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
後
期
の
問
題
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
疾
患

の
成
人
以
降
の
治
療
・
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
ど
う
す
る
べ
き

か
が
、
現
在
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
担
当

す
る
の
は
小
児
外
科
医
な
の

か
、
成
人
外
科
医
・
内
科
医
な

の
か
。
治
療
が
必
要
な
際
の
施

設
は
、
小
児
病
院
な
の
か
成
人

の
病
院
な
の
か
。
疾
患
に
よ
っ

て
は
、
成
人
科
が
全
く
経
験
し

な
い
先
天
性
疾
患
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
ど
の
よ

う
に
成
人
科
医
に
知
識
を
持
っ

て
い
た
だ
く
の
か
。
ま
た
、
小

児
外
科
患
者
は
、
疾
患
を
も
ち

な
が
ら
成
長
す
る
た
め
、
時
と

し
て
心
理
的
に
も
問
題
が
出
て

来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、

主
な
疾
患
ご
と
に
考
え
、
成
人

側
か
ら
の
意
見
、
小
児
外
科
以

外
の
小
児
疾
患
で
の
経
験
、
行

政
側
の
方
針
な
ど
、
各
方
面
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
交
え
、
多

角
的
に
討
論
す
る
場
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
も
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
身
に
余
る
名
誉

あ
る
会
を
主
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、

一
般
病
院
の
小
さ
な
チ
ー
ム
で

の
主
催
は
、
責
任
が
重
す
ぎ
る

と
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
な
に
と
ぞ
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

第
32
回
日
本
小
児
外
科
学
会

秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
野
　
美
和
子
（
54
回
相
当
）

さ
い
た
ま
市
立
病
院

小
児
外
科
部
長

　

第
70
回
日
本
大
腸
肛
門
病
学

会
学
術
集
会
を
２
０
１
５
年

11
月
13
日(

金)

、
14
日
（
土
）

に
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
と
ヒ
ル

ト
ン
名
古
屋
で
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
私
の
恩
師
で
あ
ら
れ
ま

す
小
平
進
、
寺
本
龍
生
先
生

ら
刀
林
会
の
先
輩
方
、
仲
間
が

大
腸
肛
門
病
領
域
で
こ
れ
ま
で

活
躍
し
て
き
た
結
果
だ
と
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
名
古
屋

で
の
開
催
は
前
任
の
丸
田
守
人

名
誉
教
授
の
２
０
０
３
年
の
学

術
集
会
以
来
12
年
ぶ
り
の
総
会

で
す
。
第
70
回
は
区
切
り
の
総

会
と
し
て
、
我
が
国
の
大
腸
肛

門
病
領
域
が
さ
ら
に
世
界
に
飛

躍
す
べ
く
テ
ー
マ
を
「
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
本
邦
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ー　

｜
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

第
70
回
日
本
大
腸
肛
門
病
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
術
集
会

前
田
　
耕
太
郎
（
58
回
）

藤
田
保
健
衛
生
大
学

下
部
消
化
管
外
科
教
授

　
ｓ
ｔ
ｅ
ｐ　

ｆ
ｏ
ｒ　
ｔ
ｈ

ｅ　

ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」
と
い
た

し
ま
し
た
。
本
総
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
韓
国
と
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
ほ
か
、
多
く
の
欧
米
の

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
医
師
を
招

聘
し
、
主
題
演
題
で
は
基
調
講

演
や
演
者
と
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
き
本
邦
の
演
者
と
並
ん
で

発
表
・
討
論
を
お
願
い
す
る
予

定
で
す
。
従
来
世
界
的
な
招
聘

演
者
の
講
演
で
は
、
な
か
な
か

人
も
集
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
主
題
の
基
調
講
演
や
演
者

を
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
よ
り

身
近
に
討
論
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
現
在
各
学
会
で
進

ん
で
い
る
英
語
で
の
発
表
や
討

論
へ
の
、
移
行
の
形
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
主
題
演

題
で
は
本
邦
の
先
生
方
に
も
ス

ラ
イ
ド
は
英
語
に
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
若
手
医
師
の
た
め
の
教

育
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
男
女
共
同
参

加
を
目
指
し
た
女
性
医
師
の
活

躍
を
主
眼
と
し
た
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
医
師
の
み
で
な
く
他
職
種

の
参
加
者
も
勉
強
で
き
る
よ
う

な
主
題
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
14
日
の
金
曜
日
に
は
会
員

一
人
一
人
が
情
報
交
換
や
交
流

を
行
う
場
を
提
供
す
る
た
め
に

全
員
懇
親
会
を
開
催
し
、「
名

古
屋
メ
シ
と
ワ
イ
ン
」
を
肴
に

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
「
参
加
し
て
勉
強
に
な
り
楽

し
い
」
学
術
集
会
に
な
り
ま
す

よ
う
に
、
教
室
員
一
同
誠
意
準

備
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
慶

應
の
先
生
方
の
ご
発
表
な
ら
び

に
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
７
回
日
本
腹
腔

鏡
下
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
手
技
研
究

集
会
を
、
9
月
19
日
に
六
本
木

の
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
開
催

さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
研
究
会
は
、
腹
腔
鏡
下
ヘ

ル
ニ
ア
修
復
術
（
ラ
パ
ヘ
ル
）

の
安
全
な
普
及
を
目
的
と
し
、

土
曜
日
の
一
日
、
ひ
と
つ
の
会

場
で
ラ
パ
ヘ
ル
の
無
編
集
手
術

ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
総
合
討
論

す
る
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
る

こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

比
較
的
新
し
い
研
究
会
で
す

が
、
第
２
回
研
究
集
会
は
中
川

基
人
先
生
（
66
回
、
平
塚
市
民

病
院
外
科
）
が
２
年
前
に
横
浜

で
成
功
裏
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
会
の
趣
旨
で
あ
る
ラ
パ
ヘ

ル
の
安
全
な
普
及
啓
発
を
念
頭

に
、
難
解
な
膜
解
剖
の
議
論
に

終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
ラ
パ
ヘ
ル
を
始
め
よ
う
と

い
う
初
心
者
や
、
手
技
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
参
加

第
7
回
日
本
腹
腔
鏡
下
ヘ
ル
ニ
ア
手
術

手
技
研
究
集
会
開
催
に
あ
た
っ
て

和
田
　
則
仁
（
74
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

者
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
が
得

ら
れ
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
至

適
剥
離
層
を
開
き
繋
げ
る
ラ
パ

ヘ
ル
」
と
い
た
し
ま
し
た
。
至

適
剥
離
層
は
ど
こ
に
あ
り
、
そ

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
何
な
の

か
、
ま
た
異
な
る
剥
離
層
を
ど

の
よ
う
に
繋
げ
て
い
く
の
が
い

い
の
か
、
こ
の
よ
う
な
視
点
で

勉
強
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
２
つ
の
新
た
な
試

み
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
招
請
講
演
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
よ

りAndrew
 Bow

ker

先
生

を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。
お
一

人
で
７
０
０
０
例
も
の
ラ
パ
ヘ

ル
を
手
掛
け
て
こ
ら
れ
た
外
科

医
で
、
美
し
い
手
術
ビ
デ
オ
を

ふ
ん
だ
ん
に
供
覧
し
て
い
た
だ

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
お
招
き
し
て
い
る
奥
様

のG
ail

先
生
に
は
日
帰
り
手

術
の
た
め
の
麻
酔
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
研
究
会
の
後
に
参
加

者
の
た
め
の
懇
親
の
場
を
用
意

い
た
し
ま
し
た
。
東
京
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
に
あ
り
ま
す
ビ
ル
ボ
ー

ド
ラ
イ
ブ
東
京
に
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
・
グ

ル
ー
プ
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
招
き
、
ス

テ
ー
ジ
・
フ
ロ
ア
を
貸
し
切
っ

て
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
先
着
１
０
０

名
様
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
美

し
い
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
と
、
自
慢
の
食
事
を
堪
能

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

刀
林
会
の
先
生
方
に
も
、
是

非
、
初
秋
の
ひ
と
と
き
を
、
ラ

パ
ヘ
ル
の
勉
強
と
と
も
に
六
本

木
の
夜
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
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私
は
２
０
１
２
年
6
月
か

ら
2
年
10
か
月
間
、
カ
ナ
ダ
・

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
あ
る
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

に
留
学
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

同
大
学
で
はD

r. van-

Eeden

が
主
催
す
る
研
究
室

に
在
籍
し
、
肺
障
害
の
研
究
に

従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
研
究
室
は
北
米
で
も
有

数
のproductive

な
研
究
室

で
す
。
仮
説
に
基
づ
い
て
結
果

帰
室
報
告

帰
室
報
告

平
岩
　
訓
彦
（
78
回
） 

稲
城
市
立
病
院
　
外
科

を
出
し
、
論
文
を
数
多
く
発
表

す
る
過
程
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
な
刺
激

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

病
理
学
の
大
家D

r. H
ogg

か
ら
公
私
に
わ
た
っ
て
直
接
ご

指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多

く
、
恵
ま
れ
た
環
境
は
周
囲
の

カ
ナ
ダ
人
研
究
者
か
ら
羨
ま
し

が
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
さ
ら

に
は
、
研
究
の
み
で
な
く
同
大

学
の
著
名
な
外
科
医
達
と
交
流

す
る
機
会
も
あ
り
、
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
留
学
で
学
ん
だ
「
科

学
的
な
検
証
」
と
い
う
姿
勢
を

忘
れ
ず
に
、
臨
床
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
留
学

に
際
し
て
ご
高
配
・
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
北
川
教
授
な

ら
び
に
外
科
学
教
室
の
諸
先
輩

方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

帰
室
報
告

帰
室
報
告

山
田
　
洋
平
（
81
回
） 

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
小
児
外
科
）

　

私
は
２
０
０
９
年
か
ら

２
０
１
４
年
ま
で
、
米
国
ボ

ス
ト
ン
のM

assachusetts 
G

en
eral H

osp
ital

の 
Transplant Surgery

へ
研

究
及
び
臨
床
留
学
し
て
参
り
ま

し
た
。
兼
ね
て
か
ら
臓
器
移
植

に
興
味
が
あ
っ
た
自
分
に
と
っ

て
は
こ
の
上
な
い
留
学
先
で
あ

り
、
臨
床
に
直
結
し
た
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
と

米
国
の
移
植
外
科
の
教
育
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
全
米
ト
ッ
プ
の

外
科
レ
ジ
デ
ン
ト
と
一
緒
に
仕

事
が
で
き
た
こ
と
は
自
分
の
外

科
医
人
生
の
中
で
大
き
な
糧
と

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
の

腎
移
植
モ
デ
ル
を
用
い
て
血
液

幹
細
胞
のm

ixed chim
era

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
る
免

疫
寛
容
誘
導
に
成
功
し
、
更

に
は
誘
導
し
た
寛
容
を
破
綻

さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

し
、A

m
erican Journal of 

Transplantation

に
論
文
報

告
致
し
ま
し
た
。 

　

後
半
の
２
０
１
２
年
か
ら
は

ク
リ
ニ
カ
ル
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て

数
多
く
の
肝
・
腎
・
膵
・
膵
島

移
植
の
術
者
を
経
験
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
や

は
り
ド
ナ
ー
の
臓
器
摘
出
に
は

日
本
人
と
し
て
思
う
所
が
数
多

く
ご
ざ
い
ま
し
た
。
薬
物
乱
用

に
よ
る
多
く
の
若
い
命
が
脳
死

と
し
て
失
わ
れ
て
い
る
点
、
心

停
止
後
臓
器
摘
出
現
場
の
摘
出

側
医
師
と
患
者
家
族
と
の
微
妙

な
境
界
線
に
違
和
感
を
覚
え
た

こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
落
馬
に

よ
る
脳
挫
傷
か
ら
脳
死
と
診
断

さ
れ
た
22
歳
女
性
の
臓
器
摘
出

現
場
で
あ
り
ま
し
た
。
本
人
の

生
前
意
志
に
反
し
て
、
悲
嘆
に

く
れ
る
家
族
は
摘
出
に
反
対
の

意
志
を
示
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
米
国
は
本
人
の 

意

思
が
第
一
に
尊
重
さ
れ
る
社
会

で
あ
り
、
前
例
と
し
て
家
族
の

意
志
に
反
し
て
臓
器
が
摘
出
さ

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
結
局
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
家

族
の
意
志
が
考
慮
さ
れ
、
脳
死

下
の
臓
器
提
供
で
は
な
く
、
呼

吸
器
が
外
さ
れ
、
心
停
止
後
に

臓
器
が
摘
出
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
で
は
臓
器
移
植
法
が
改
正
さ

れ
脳
死
下
臓
器
提
供
が
増
加
の

傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、 

臓
器

移
植
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、

日
本
人
個
々
の
死
生
観
を
尊
重

す
る
体
制
の
必
要
性
を
痛
感
致

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
か
ら

哲
学
ま
で
、
非
常
に
充
実
し
た

5
年
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
た

事
をM

G
H

移
植
外
科
の
河
合

達
郎
先
生
、
お
よ
び
留
学
の
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
小
児

外
科
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
4
月
よ
り
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科

吉
田
一
成
教
授
、
藤
田
保
健
衛

生
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科

廣
瀬
雄
一
教
授
の
お
力
添
え

に
よ
り
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
校
（U

CSF

）
脳
神
経
外
科

Russell O
. Pieper

教
授
の

も
と
に
留
学
さ
せ
て
頂
き
、
つ

い
先
日
の
3
月
末
に
帰
国
い
た

し
ま
し
た
。

　

U
CSF

は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
存
在
し
て
お

り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
群

の
一
校
で
、
主
に
医
学
分
野
に

特
化
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

り
ま
す
。
私
が
所
属
し
ま
し

た
の
は
脳
神
経
外
科
のBrain 

Tum
or Research Center

（BTRC

）
で
あ
り
、
海
の
近

く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ベ
イ
キ
ャ
ン

パ
ス
に
存
在
し
ま
す
。
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ベ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
は
新

し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
私
が
滞

在
し
た
4
年
の
間
に
も
病
院

や
研
究
棟
が
次
々
建
設
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。BTRC

の
中

に
は
大
小
様
々
な
ラ
ボ
が
存

在
し
て
お
り
、
私
が
所
属
し

たPieper lab.

は
比
較
的
小

さ
い
ラ
ボ
で
Ｐ
１
を
除
く
と
ポ

ス
ド
ク
は
２
〜
４
人
程
度
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
規
模

な
ラ
ボ
ゆ
え
に
Ｐ
１
の
眼
が
行

き
届
い
て
お
り
、
週
に
１
〜
２

回
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
つ
つ
研
究

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
た
。
研

究
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
脳
腫

瘍
の
中
で
は
頻
度
が
高
く
、
非

常
に
悪
性
で
予
後
不
良
で
あ
る

神
経
膠
腫
の
発
生
と
化
学
療
法

に
対
す
る
感
受
性
を
テ
ー
マ
と

し
て
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。
生

活
面
で
は
、
日
本
と
は
異
な
る

文
化
に
時
に
は
戸
惑
い
、
時
に

は
圧
倒
さ
れ
、
時
に
は
そ
の
合

理
性
に
感
心
さ
せ
ら
れ
な
が

ら
、
家
族
（
妻
、
娘
）
3
人
で

楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
は
藤
田
保
健
衛
生

大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
に
て

廣
瀬
雄
一
教
授
の
ご
指
導
の

下
、
臨
床
と
研
究
と
に
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
両
教
授
を
は
じ
め
沢
山
の

方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
留
学
で
の
成
果
を
な
ん
と
か

還
元
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

帰
室
報
告

帰
室
報
告

大
場
　
茂
生
（
78
回
） 

藤
田
保
健
衛
生
大
学

医
学
部
脳
神
経
外
科
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一
般
・
消
化
器
外
科
、
北
川

雄
光
教
授
の
ご
高
配
を
賜
り
、

２
０
１
３
年
4
月
よ
り
2
年

間
、
米
国
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
に
あ

る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
癌
研
究

所
に
基
礎
研
究
留
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
は
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
郡
の
西
部
に
位
置

し
、
ビ
ー
チ
沿
い
で
潮
風
が
吹

き
こ
む
た
め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
南
部
に
位
置
し
て
い
な
が

ら
、
湿
度
も
適
度
で
、
涼
し
く

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
留
学
記

小
野
　
滋
司
（
81
回
）

留
学
報
告

留
学
報
告

す
。
研
究
所
は
、
サ
ン
タ
モ
ニ

カ
ビ
ー
チ
か
ら
車
で
10
分
と
い

う
、
何
と
も
贅
沢
な
場
所
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
癌
研
究

所
は
、
悪
性
黒
色
腫
、
乳
癌
の

セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術
を
始
め
た
こ

と
で
世
界
的
に
有
名
な
、
セ
ン

ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
病
院
の
付
属
施

設
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
特
に
悪

性
黒
色
腫
の
腫
瘍
分
子
生
物
学

分
野
に
お
い
て
、
数
多
く
の
実

績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
研
究
内

容
は
、
腫
瘍
に
お
け
る
エ
ピ

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
を
最

も
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

お
り
、
ま
た
、
次
世
代
シ
ー
ケ

ン
サ
ー
も
2
台
所
有
し
、
非
常

に
パ
ワ
フ
ル
な
研
究
所
で
す
。

優
秀
で
人
柄
の
良
い
フ
ェ
ロ
ー

が
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
お

り
、
皆
大
変
よ
く
勉
強
し
て
い

ま
す
。
日
々
、
お
互
い
の
実
験

に
つ
い
て
議
論
し
、
励
ま
し
あ

え
る
、
素
晴
ら
し
い
研
究
環
境

で
す
。

　

私
は
、
血
中
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ

Ａ
測
定
の
ア
ッ
セ
イ
に
関
す
る

研
究
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
有
用
性
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
悪
性
黒
色
腫
の
発

生
・
進
行
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ

Ｒ
Ｎ
Ａ
の
機
能
を
解
明
す
る
た

め
、
他
施
設
と
の
共
同
実
験
に

も
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
生
活
に
お
き
ま
し
て
も
、

家
族
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
、

と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
カ
ル

チ
ャ
ー
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
ネ

イ
チ
ャ
ー
が
あ
る
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
広
大
な
国
立
公
園

の
規
模
に
は
心
を
打
た
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
国
立
公
園

の
ほ
と
ん
ど
が
西
海
岸
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

多
く
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

第
2
子
を
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ

病
院
で
授
か
っ
た
こ
と
も
、
こ

の
上
な
い
幸
せ
な
出
来
事
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
米
国
で
の
貴

重
な
経
験
を
糧
と
し
、
今
後
の

診
療
に
励
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
留

学
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
北
川
教
授
を
は
じ
め
、

刀
林
会
の
諸
先
生
方
に
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
２
０
１
３
年
4
月
か
ら

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
あ

る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
病
院

のCentre for H
ealt Lung 

Innovation

（
旧
称
：Jam

es 
H

ogg Research Centre

）

に
研
究
留
学
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
バ
ン
ク
ー

バ
ー
は
カ
ナ
ダ
の
西
海
岸
に
あ

る
同
国
第
3
の
規
模
を
も
つ
大

都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
海
と
山

に
囲
ま
れ
、
自
然
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
環
境
は
「
世
界
で
最

も
住
み
や
す
い
都
市
」
に
選
ば

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
夏
は

涼
し
く
乾
燥
し
て
い
る
た
め
過

ご
し
や
す
く
、
冬
は
雨
季
と
な

り
ま
す
が
カ
ナ
ダ
国
内
で
は
最

も
温
暖
な
気
候
で
す
。
日
本
食

や
日
本
の
文
化
を
愛
す
る
親
日

家
が
多
い
印
象
で
、
人
種
差
別

を
感
じ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

私
の
所
属
す
る
研
究
所
は

肺
、
心
臓
、
血
管
の
リ
サ
ー
チ

を
中
心
と
し
て
お
り
、
消
化
器

外
科
医
の
留
学
先
と
し
て
は
異

色
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
北
川

雄
光
教
授
を
は
じ
め
、
慶
應
義

塾
大
学
外
科
か
ら
20
年
以
上
に

渡
っ
て
継
続
し
て
ポ
ス
ド
ク
を

受
け
入
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
研

究
所
で
す
。
私
の
所
属
す
る
研

究
グ
ル
ー
プ
は
「
喫
煙
・
大
気

汚
染
・
肺
炎
な
ど
の
肺
の
炎
症

が
、
心
血
管
系
イ
ベ
ン
ト
を
増

加
さ
せ
る
」
と
い
う
現
象
に
注

目
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
血

漿
中
の
肺
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト

プ
ロ
テ
イ
ン
Ｄ
（SPD

）
の
値

が
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
死

亡
の
独
立
し
た
予
測
因
子
で
あ

る
」
こ
と
を
臨
床
デ
ー
タ
で
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
そ

の
論
文
を
裏
付
け
る
た
め
に
、

SPD

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス

と
動
脈
硬
化
モ
デ
ルApoE

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
交
配

さ
せ
て
作
製
し
た
ダ
ブ
ル
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
使
用
し
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
他
に
も
マ
ウ
ス
を
用
い

た
3
つ
の
動
物
実
験
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
「
外
科
医
」
と
し

て
マ
イ
ク
ロ
を
含
め
た
手
術
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
ボ
ス
が
よ
く
使
う
フ

レ
ー
ズ
は
「W

hat is your 
hypothesis?

」「D
on't go 

fishing in the dark

」
で
、

網
羅
的
解
析
が
盛
ん
と
な
っ
て

い
る
昨
今
、
仮
説
が
い
か
に
大

切
で
あ
る
か
を
教
わ
り
ま
し

た
。
他
に
も
グ
ラ
ン
ト
の
書
き

方
や
他
の
研
究
室
と
の
コ
ラ
ボ

の
大
切
さ
な
ど
、
研
究
者
と
し

て
必
要
な
こ
と
を
一
通
り
学
べ

た
気
が
し
ま
す
。
カ
ナ
ダ
で
1

年
半
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
取

得
で
き
た
こ
と
は
貧
乏
留
学
生

活
を
わ
ず
か
な
が
ら
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
は
な

く
、
自
信
に
も
な
り
ま
し
た
。

語
学
力
は
思
い
の
ほ
か
伸
び
ず

に
反
省
し
て
お
り
ま
す
が
、
家

族
と
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
特
に
も
う
す
ぐ
3

歳
と
な
る
長
男
の
成
長
を
近
く

で
見
守
る
こ
と
が
で
き
、
良

か
っ
た
で
す
。
妻
に
は
慣
れ
な

い
異
国
の
地
で
の
育
児
と
節
約

生
活
を
強
要
し
て
負
担
を
か
け

バ
ン
ク
ー
バ
ー
留
学
の
ご
報
告

平
野
　
佑
樹
（
83
回
）

留
学
報
告

留
学
報
告

ま
し
た
が
、
留
学
生
活
を
支
え

て
も
ら
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
7
月
か
ら
は
伊
勢
原
協

同
病
院
で
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
4
月
か
ら
の

勤
務
に
間
に
合
わ
ず
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
末
筆
な

が
ら
、留
学
に
際
し
て
ご
高
配
、

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
北

川
雄
光
教
授
な
ら
び
に
刀
林
会

の
諸
先
輩
方
、
ま
た
学
位
取
得

に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
竹
内
裕
也
准
教
授
に
深
く

感
謝
を
い
た
し
ま
す
。
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平
成
27
年
2
月
20
日
か

ら
22
日
に
か
け
て
、
大
阪

で
開
催
さ
れ
たJapan 

Endovascular Treatm
ent 

conference(JET) 2015

に

お
い
て
、
優
秀
演
題
賞
を
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

受
賞
は
、
多
く
の
諸
先
輩
方
よ

り
御
指
導
を
頂
い
た
賜
物
だ
と

理
解
し
て
お
り
ま
す
。
北
川
雄

光
教
授
、
お
よ
び
日
頃
か
ら
直

接
御
指
導
頂
い
て
お
り
ま
す
血

管
班
の
諸
先
生
方
を
含
め
、
刀

林
会
会
員
の
皆
様
に
は
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
は
、
参
加
人
数

２
０
０
０
人
以
上
の
日
本
で
も

最
大
規
模
の
血
管
内
治
療
学

会
で
、
２
０
０
９
年
よ
り
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
循

環
器
内
科
が
主
体
で
は
あ
り

ま
す
が
、
近
年
で
は
血
管
外

科
、
放
射
線
科
の
参
加
も
積
極

的
に
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今

回
、
初
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、English Presentation 

Aw
ard Session 

１
６
４
題

中
優
秀
演
題
賞
は
8
題
、
か
つ

外
科
系
か
ら
の
唯
一
の
選
出
と

な
り
、大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

我
々
、
一
般
・
消
化
器
外
科
血

管
班
と
放
射
線
科
は
週
に
1
回

合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
英
語

で
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
成
果

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

さ
て
、
当
科
で
扱
う
末
梢
血

管
疾
患
は
、
胸
腔
内
・
頭
蓋
内

以
外
の
全
て
の
血
管
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
近
年
、
末
梢
血
管

疾
患
に
対
す
る
診
断
法
や
治
療

法
の
選
択
肢
は
極
め
て
豊
富
に

な
り
、
例
え
ば
、
大
動
脈
瘤
や

末
梢
動
脈
疾
患
に
対
す
る
治
療

法
に
は
、
従
来
の
血
管
置
換
術

や
バ
イ
パ
ス
術
に
加
え
て
、
カ

テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
血
管
内
治

療
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
治
療

戦
略
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
血
管
内
治

療
は
、
そ
の
長
期
的
な
治
療
成

績
が
未
だ
十
分
に
評
価
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
今

後
も
詳
細
な
検
討
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
日
本
国
内
に
お
け

る
血
管
内
治
療
の
多
く
が
循
環

器
内
科
主
体
で
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
現
状
も
あ
り
、
我
々
血

管
外
科
医
が
一
致
団
結
し
て
、

情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

臨
床
、
研
究
双
方
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の

で
、
刀
林
会
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Japan Endovascular
　
　

T
reatm

ent conference2015

　
　
　
　
　

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

下
河
原
　
達
也
（
89
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

東
京
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ
ド
ク
タ
ー

堀
口
　
速
史
（
75
回
相
当
）

東
京
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
　
ド
ク
タ
ー
統
括
責
任
者

堀
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

２
０
０
７
年
に
始
ま
り
来
年

10
回
目
を
迎
え
る
東
京
マ
ラ
ソ

ン
は
、
3
万
6
千
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
都
心
を
駆
け
抜
け
る
我

が
国
最
大
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
大
会
の
開
催
が
昨
今

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
の
き
っ

か
け
に
結
び
つ
い
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
刀
林
の
会
員
の
先
生
方
の

中
に
も
マ
ラ
ソ
ン
を
走
ら
れ
て

い
る
先
生
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
ラ
ン

ニ
ン
グ
は
決
し
て
安
全
な
ス

ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東

京
マ
ラ
ソ
ン
で
も
過
去
9
回
開

催
さ
れ
た
中
で
7
件
の
心
肺
停

止
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
幸

い
適
切
な
初
期
対
応
で
全
例
蘇

生
に
成
功
し
社
会
復
帰
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
ド
ク

タ
ー
」
と
い
う
名
前
は
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
ド

ク
タ
ー
（
Ｒ
Ｄ
）
と
は
一
般
の

ラ
ン
ナ
ー
と
と
も
に
コ
ー
ス
上

を
走
り
、
コ
ー
ス
内
か
ら
医
療

監
視(

パ
ト
ロ
ー
ル)

を
行
っ

て
い
る
医
師
の
こ
と
で
す
。
万

が
一
走
行
中
の
ラ
ン
ナ
ー
に
生

命
に
危
険
な
状
態
が
発
症
し
た

際
に
は
そ
の
初
期
対
応
に
当
た

る
任
務
を
も
っ
て
い
ま
す
。
東

京
マ
ラ
ソ
ン
で
は
ス
タ
ー
ト
か

ら
ゴ
ー
ル
ま
で
2
〜
５
ｋ
ｍ
ご

と
に
計
14
箇
所
の
救
護
所
が
設

置
さ
れ
医
師
や
看
護
師
が
駐
在

し
て
お
り
、
ま
た
沿
道
の
１
ｋ

ｍ
ご
と
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
、
さ

ら
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
背
負
っ
た
モ
バ

イ
ル
隊
も
コ
ー
ス
上
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

も
し
コ
ー
ス
上
で
ラ
ン
ナ
ー
に

異
常
が
発
生
し
た
際
に
は
、
そ

の
場
に
医
師
が
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
に

な
り
ま
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で

は
50
名
の
医
師
が
約
5
分
お
き

に
等
間
隔
で
走
っ
て
お
り
Ｇ
Ｐ

Ｓ
付
き
携
帯
電
話
を
携
行
し
随

時
本
部
と
連
絡
を
取
り
、
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
や
デ
ィ
ス
ポ
手

袋
、
清
潔
ガ
ー
ゼ
、
ブ
ド
ウ
糖

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
も
持
ち
合
わ
せ

て
走
っ
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｄ
は
皆

一
線
級
の
病
院
で
勤
務
し
て
い

る
医
師
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
救
命
救
急
の
専
門
医
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
他
の

専
門
科
の
医
師
で
あ
っ
て
も
全

員
Ｂ
Ｌ
Ｓ
以
上
の
受
講
資
格
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
救
命
救
急
の
技
術
・
知
識
だ

け
で
は
な
く
、
中
に
は
エ
リ
ー

ト
市
民
ラ
ン
ナ
ー
と
言
わ
れ
る

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
3
時
間
を
切

る
タ
イ
ム
で
走
る
医
師
も
所
属

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
を
救

護
す
る
前
に
自
分
が
し
っ
か
り

走
れ
る
走
力
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。

　

我
々
Ｒ
Ｄ
が
マ
ラ
ソ
ン
大
会

中
に
遭
遇
す
る
病
態
は
心
肺
停

止
、
脱
水
症
、
低
体
温
症
、
熱

中
症
、
低
血
糖
症
な
ど
で
す
。

そ
れ
ら
に
対
す
る
知
識
や
治
療

技
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ら

に
最
近
は
テ
ロ
を
想
定
し
た
大

規
模
災
害
発
生
時
の
外
傷
処

置
・
対
応
に
つ
い
て
も
最
新
の

知
見
を
学
び
知
識
を
共
有
し
て

い
ま
す
。
ま
た
コ
ー
ス
上
で
は

ラ
ン
ナ
ー
の
息
づ
か
い
、
汗
の

出
方
、
顔
色
、
走
り
方
な
ど
を

観
察
し
周
囲
を
気
に
し
な
が
ら

時
に
は
後
ろ
を
振
り
返
り
つ

つ
、
さ
ら
に
は
対
向
車
線
を
走

る
ラ
ン
ナ
ー
に
も
眼
を
光
ら
せ

な
が
ら
耳
か
ら
の
情
報
も
逃
が

さ
ず
に
走
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
我
々
の
任
務
は
、
来
る

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
全
国
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
運
営
上
の
安
全
面
で
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
は
世
界
一
安

全
で
安
心
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
大
会
当
日

は
コ
ー
ス
上
に
医
師
が
一
緒
に

走
っ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
を

一
般
ラ
ン
ナ
ー
に
与
え
つ
つ
、

楽
し
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。岡本信彦先生（76 回）と筆者（右側）
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末
舛
惠
一 

元
刀
林
会
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
偲
ん
で

　

三
四
会
長
、
刀
林
会
理
事
長

を
お
勤
め
に
な
っ
た
末
舛
恵
一

先
生
が
、
東
京
都
済
生
会
中
央

病
院
で
、
２
０
１
５
年
1
月
29

日
に
亡
く
な
ら
れ
た
（
享
年
88

歳
）。

　

末
舛
先
生
は
、
１
９
４
９
年

に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
ご

卒
業
に
な
り
（
28
回
生
）、
足

利
赤
十
字
病
院
勤
務
を
経
て
、

１
９
６
２
年
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
へ
赴
任
さ
れ
た
。
国
立
が

ん
セ
ン
タ
－
で
は
、
石
川
七
郎

先
生
を
補
佐
し
て
肺
癌
グ
ル
ー

プ
を
ま
と
め
、
黎
明
期
の
肺
癌

学
の
進
歩
に
大
き
な
足
跡
を
残

さ
れ
た
。
病
院
長
に
続
い
て
、

１
９
９
２
年
に
は
総
長
に
就
任

さ
れ
、
日
本
の
が
ん
研
究
全
体

の
舵
取
り
役
を
務
め
ら
れ
た
。

１
９
９
４
年
に
退
官
さ
れ
名
誉

総
長
と
な
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に

１
９
９
７
年
に
は
東
京
都
済
生

会
中
央
病
院
院
長
に
就
任
さ

れ
、
２
０
０
６
年
に
退
職
さ
れ

る
ま
で
、
文
字
通
り
病
院
運
営

の
最
前
線
に
お
在
り
に
な
っ
た

（
退
職
後
名
誉
院
長
）。最
近
は
、

病
気
療
養
中
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
が
、
今
年
1
月
に
入
り
肺
炎

を
併
発
さ
れ
、
済
生
会
中
央
病

院
に
緊
急
入
院
、
1
月
29
日
に

永
眠
さ
れ
た
。

　

末
舛
先
生
の
特
筆
す
べ
き
能

力
は
、
ご
自
身
優
れ
た
外
科
医

で
は
あ
っ
た
が
、
ま
と
め
役
、

番
頭
役
と
し
て
の
そ
れ
で
あ

り
、
グ
ル
ー
プ
の
適
任
者
が
喜

ん
で
仕
事
が
出
来
る
よ
う
な
環

境
を
整
え
、
グ
ル
ー
プ
全
体
と

し
て
の
業
績
が
向
上
す
る
よ
う

舵
取
り
を
す
る
と
い
う
希
有
の

も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
石
川

七
郎
先
生
が
、
創
立
間
も
な
い

国
が
ん
に
集
め
ら
れ
た
肺
が
ん

グ
ル
ー
プ
、〝
石
川
ス
ク
ー
ル
〟

の
先
生
方
は
、
個
性
豊
か
な
秀

才
ば
か
り
で
、
そ
れ
ら
の
先
生

方
の
調
整
役
を
さ
れ
た
の
が
末

舛
先
生
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く

石
川
先
生
は
、
そ
こ
ま
で
を
考

え
ら
れ
て
末
舛
先
生
を
番
頭
役

と
し
て
呼
ば
れ
た
の
だ
と
思

う
。こ
の〝
石
川
ス
ク
ー
ル
〟が
、

黎
明
期
の
肺
癌
学
勃
興
に
残
し

た
足
蹠
は
大
き
く
、残
念
だ
が
、

そ
の
後
を
継
い
だ
我
々
は
、
そ

れ
を
上
回
る
成
果
を
残
せ
て
は

い
な
い
。
肺
癌
病
理
の
下
里
幸

雄
先
生
は
、
肺
癌
の
形
態
形
成

の
過
程
を
病
理
学
的
に
解
明
し

て
肺
癌
診
断
学
の
理
論
的
基
礎

を
築
い
た
。
池
田
茂
人
先
生
に

よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
、
気
管
支
鏡
診

断
学
は
、
ど
の
教
科
書
に
も
登

場
す
る
国
が
ん
の
宝
で
あ
る
。

肺
癌
外
科
で
は
、
成
毛
韶
夫
先

生
の
発
表
し
た
リ
ン
パ
節
マ
ッ

プ
（〝
成
毛
マ
ッ
プ
〟）
が
、
現

在
で
も
形
を
変
え
な
が
ら
も
国

際
標
準
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。
末
舛
先
生
は
、
こ
う
い
っ

た
先
生
方
の
仕
事
を
後
押
し
さ

れ
て
国
が
ん
の
〝
肺
癌
学
〟
を

世
界
的
な
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ

た
が
、
そ
の
一
方
で
、
単
な
る

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
は
な
か
っ

淺
村
　
尚
生
（
62
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
呼
吸
器
）
教
授

▲末舛先生術中写真（１９９４年）

診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介

診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介

肝
胆
膵
・
移
植
班

板
野
　
理
（
71
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般･

消
化
器
外
科
）

　

肝
胆
膵
・
移
植
班
（
胆
道

班
）
は
現
在
、
6
名
の
ス
タ
ッ

フ
（
板
野
理
（
71
回
）、
篠
田

昌
宏（
73
回
）、北
郷
実（
74
回
）、

阿
部
雄
太
（
77
回
）、
日
比
泰

造
（
77
回
）、八
木
洋
（
77
回
））

で
構
成
さ
れ
、
板
野
が
班
長
と

し
て
班
全
体
の
臨
床
、
研
究
、

教
育
を
統
括
す
る
と
と
も
に
、

臨
床
で
は
板
野
が
肝
・
胆
道
、

北
郷
が
膵
臓
、
篠
田
が
移
植
の

各
領
域
の
責
任
者
と
し
て
活
動

す
る
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

手
術
症
例
は
こ
の
数
年
、
す
べ

て
の
領
域
で
右
肩
上
が
り
に
増

加
し
、
総
数
が
２
０
１
４
年

で
３
４
２
例
（
←
２
０
１
３

年
３
２
１
例
←
２
０
１
２
年

２
６
２
例
）、
肝
切
除
が
93
例

（
←
77
例
←
78
例
）、
膵
切
除
64

例
（
←
52
例
←
33
例
）、
肝
移

植
が
脳
死
・
生
体
を
合
わ
せ
て

21
例
（
←
9
例
←
14
例
）、
肝

胆
膵
外
科
学
会
の
高
難
度
手
術

が
１
１
７
例（
←
85
例
←
83
例
）

で
す
。
特
に
最
近
は
刀
林
会
の

先
生
方
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ご

紹
介
を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

班
の
方
向
性
を
示
す
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
全
方
位

戦
略
」
を
掲
げ
て
お
り
、
肝
胆

膵
疾
患
の
全
て
の
領
域
、
全
て

の
治
療
方
法
に
偏
る
こ
と
な
く

取
り
組
み
、
新
た
な
集
学
的
治

療
戦
略
を
開
発
し
世
界
へ
発
信

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
我
々
の
強
み
と
は
、
①
内

視
鏡
手
術
か
ら
移
植
ま
で
全
て

に
対
応
で
き
、
各
治
療
利
点
を

組
み
合
わ
せ
た
柔
軟
な
発
想
の

治
療
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
②

総
合
外
科
医
局
、
総
合
病
院
と

し
て
、
各
臓
器
班
、
各
診
療
科
、

そ
し
て
関
連
病
院
の
協
力
を
得

ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

②
で
は
、
肝
胆
膵
・
移
植
ク

ラ
ス
タ
ー
と
し
て
、
各
診
療
科

と
合
同
で
肝
胆
膵
画
像
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
、
肝
細
胞
癌
集
学

的
治
療
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
移

植
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
関
連
病
院
と
の
交

流
・
連
携
を
深
め
る
た
め
に

２
０
１
３
年
に
組
織
し
ま
し
た

臨
床
研
究
グ
ル
ー
プ
（KSRN

-
H

BP

）
は
、
年
2
回
の
進
捗
報

告
会
議
（
信
濃
町
肝
胆
膵
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
）
は
既
に
5
回
を
数

え
、
大
学
主
導
の
共
同
研
究
だ

け
で
な
く
、
現
在
2
つ
の
関
連

病
院
主
導
の
共
同
研
究
を
計
画

中
で
す
。
ま
た
、
腹
腔
鏡
下
肝

切
除
、
血
管
合
併
切
除
を
含
ん

だ
肝
門
部
胆
管
癌
手
術
な
ど

は
、
大
学
か
ら
関
連
病
院
に
手

術
支
援
に
伺
っ
た
り
、
紹
介
を

い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
お
互
い
の

技
術
、
成
績
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

基
礎
的
研
究
で
は
、
ナ
ノ
粒

子
と
外
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い

た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
療
法
の
開
発
、

N
ASH

肝
癌
動
物
モ
デ
ル
の

作
成
、
担
癌
ブ
タ
モ
デ
ル
の

作
成
と
臨
床
に
即
し
た
手
術
、

IVR

治
療
の
研
究
、
核
内
タ
ン

パ
クH

M
G

B1

に
着
目
し
た

肝
不
全
治
療
の
開
発
、
脱
細
胞

化
臓
器
骨
格
を
用
い
た
再
生
医

療
の
開
発
な
ど
を
複
数
の
学
内

外
の
施
設
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
臨
床
、
研

究
、
教
育
に
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の

で
、
刀
林
会
の
先
生
方
に
は
、

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

た
研
究
者
間
の
調
整
に
、
大
変

な
苦
労
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ
こ

そ
真
の
切
磋
琢
磨
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
？　

当
時
の
苦
労
話

を
に
こ
や
か
に
語
ら
れ
る
先
生

は
、
誠
に
愉
快
そ
う
で
あ
っ

た
。
誌
面
に
は
書
き
難
い
よ
う

な
石
川
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
、
さ
す
が
に
面
食
ら
う
よ
う

な
お
話
も
沢
山
あ
っ
た
が
、
末

舛
先
生
に
と
っ
て
人
生
最
良
の

時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
私
が
国
が
ん
で
始
め
て

先
生
に
お
会
い
し
て
か
ら
、
30

年
近
い
歳
月
が
流
れ
た
が
、
私

に
と
っ
て
末
舛
先
生
は
、
今
も

変
わ
ら
な
い
肺
癌
外
科
学
の
師

匠
で
あ
る
。〝
此
処
に
骨
を
埋

め
る
覚
悟
で
や
れ
、
慶
應
の
一

員
と
し
て
ひ
と
味
違
う
と
こ
ろ

を
見
せ
ろ
〟
と
い
う
先
生
の
最

初
の
お
言
葉
を
忘
れ
た
こ
と
は

な
い
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

末舛惠一先生を偲ぶ会のお知らせ

　１．日時　平成 27 年 7 月 6 日（月）17 時～ 19 時
　　※　開催時間中（17 ～ 19 時）は会場への入退場には制限はございま
　　　　せん。お時間が限られている方もご献花いただけます。
　２．場所　東京プリンスホテル　鳳凰の間
　　　　　　東京都港区芝公園三丁目 3 番 1 号　03-3432-1111
　３．会費　一万円
　
　発起人
　　国立がん研究センター　理事長　堀田知光
　　東京都済生会中央病院　院　長　高木　誠

　※　勝手ながらご香典、ご供花、ご供物は固くご辞退申し上げます
　※　ご来臨の節は平服にてお越しくださいますようお願い申し上げます
　※　お手数ながらご来臨につきまして下記偲ぶ会事務局までファックス
　　　又はメールでご連絡をくださいますようお願い申し上げます

以上
末舛惠一先生を偲ぶ会 事務局　東京都済生会中央病院　総務課

Fax.03-3457-7949　E-mail　soumu@saichu.jp
Tel.　03-3451-8118（ダイヤルイン）　　03-3451-8211（代表）
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Ⅰ　参加費収入 
 1　第 27回日本内視鏡外科学会総会
 2　第 2回腹腔鏡下肝切除術 国際コンセンサス会議
Ⅱ　広告関係費 
Ⅲ　商業展示出展料 
Ⅳ　共催セミナー・附置研究会 
Ⅴ　寄付金・助成金 
 うち刀林会より
 その他 

合　計

¥71,642,940
(¥68,712,290)
(¥2,930,650)
 ¥3,186,000
¥71,968,400
¥69,744,000
¥42,284,424
(¥14,750,000)
(¥27,534,424)
¥258,825,764

 第 27回日本内視鏡外科学会総会
第2回腹腔鏡下肝切除術 国際コンセンサス会議

収支報告

　　収入の部
項　目 金　額

日本膵切研究会本部補助金
参加費
抄録集販売
機器・薬品展示費
広告収入
セミナー共催費
全員懇親会会費
寄付金
雑収入、利息、など 
収入合計

1,500,000
1,150,000
27,000
432,000
1,825,200
6,480,000
91,000

2,860,000
959

14,366,159

 第 41回日本膵切研究会
決算報告書

　収入の部 金　額

事前準備費
ホームページ制作費
アンケート
会場借用料
会場運営諸費
全員懇親会
宿泊費
通信費
交通費
諸費、雑費、事後処理費
支出合計

3,016,973
442,800
1,236,189
3,330,160
4,201,602
1,397,495
537,460
75,970
80,260
47,250

14,366,159

　支出の部 金　額

Ⅰ　事前準備費 
 1　旅費交通費
 2　会議費
 3　接遇業務費
 4　招請者関係費
 5　企業協賛活動業務費
 6　広報・渉外業務費
 7　制作費
 8　通信費
 9　サイドイベント業務費
 10 プログラム編成業務費
 11 事務局人件費
Ⅱ　当日運営費
 1　会場関係費
 2　映像機材費
 3　看板・リース品関係施工費
 4　運営要員関係費
 5　CARM（参加受付自動機）利用経費
 6　展示会場関係費
 7　記録関係費
 8　飲食・会合・行催事関係費
 9　諸雑費 
Ⅲ　事後処理費 

合　計

¥117,457,953
(¥2,134,940)
(¥1,339,965)
(¥828,273)

(¥53,169,647)
(¥3,976,236)
(¥8,028,627)
(¥20,286,366)
(¥3,469,103)
(¥3,802,527)
(¥13,672,269)
(¥6,750,000)
¥138,876,448
(¥37,645,679)
(¥37,261,180)
(¥7,194,960)
(¥13,464,644)
(¥5,114,340)
(¥11,521,905)
(¥345,600)

(¥19,388,933)
(¥6,939,207)
2,491,363

¥258,825,764

　　支出の部
項　目 金　額

会期：平成 26年８月 22日～ 23日
会場：東京ドームホテル
会長：松井淳一（58回）

会期：平成 26年 10月２日～４日
会場：マリオス（盛岡地域交流センター）他

会長：若林　剛（61回）

近
況
報
告

近
況
報
告

78
回
生

山
崎
　
真
敬

榊
原
記
念
病
院
　
外
科

　

私
は
心
臓
血
管
外
科
の

チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
を
終
了

し
た
後
に
、Centre Cardio-

thoracique de M
onaco

に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

Vincent D
or

先
生
に
左
室
形

成
術
か
ら
ワ
イ
ン
に
至
る
ま
で

様
々
な
外
科
的
手
技
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
帰
国
後
は
埼
玉
県

立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー
の
6
年
間
を
経
て
、
現
在

は
四
津
良
平
名
誉
教
授
、
志
水

秀
行
教
授
、
高
梨
秀
一
郎
客
員

教
授
の
計
ら
い
で
、
榊
原
記
念

病
院
の
外
科
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

榊
原
記
念
病
院
は
ま
さ
に

「
眠
ら
な
い
病
院
」
で
あ
り
、

24
時
間
に
わ
た
っ
て
緊
急
患
者

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
い
か
な

る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
受
け
入

れ
を
断
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
患
者
の
状
況
が
切
迫
し
て

い
る
と
き
は
当
院
来
院
後
、
数

分
以
内
に
手
術
室
に
収
容
さ
れ

ま
す
。
全
て
が
よ
ど
み
な
く
進

め
ば
、
極
め
て
リ
ス
ク
の
高
い

患
者
を
も
救
命
す
る
こ
と
が
可

能
な
こ
と
が
、
こ
の
病
院
に
勤

務
し
て
い
る
と
よ
く
わ
か
り
ま

す
。

　

一
流
の
施
設
で
あ
る
た
め
に

は
各
部
門
が
優
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
確
か
な
の

で
す
が
、
最
も
大
切
な
こ
と
は

各
部
門
が
信
頼
の
も
と
協
調
し

て
機
能
す
る
こ
と
で
す
。
榊
原

記
念
病
院
が
我
が
国
を
代
表
す

る
一
流
の
施
設
で
あ
る
理
由

安
達
　
一
英

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院

脳
神
経
外
科

　

平
成
22
年
度
よ
り
藤
田
保
健

衛
生
大
学
病
院
脳
神
経
外
科
に

て
勤
務
し
、
主
に
脳
腫
瘍
と
血

管
内
治
療
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
慶
応
大
学
病
院
時
代
に
河

瀬
斌
名
誉
教
授
、
吉
田
一
成
教

授
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
頭
蓋
底
手
術
の
知
識
と

技
術
を
生
か
せ
る
症
例
も
多

く
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
脳
神
経
外

科
学
会
で
は
野
球
大
会
が
毎
年

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
各
地
方

会
ご
と
に
予
選
が
組
ま
れ
、
そ

こ
で
優
勝
し
た
病
院
が
全
国
大

会
に
進
出
し
優
勝
を
争
い
ま

す
。
平
成
24
年
度
は
全
国
優
勝

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
地
方
予
選
が
6
月

か
ら
開
始
と
な
り
、
和
歌
山
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
朝
練
と
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
通
い
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
愛
知
県
は
車

で
遊
び
に
行
く
の
に
も
渋
滞
が

少
な
い
う
え
に
交
通
の
便
も
良

く
、
春
の
筍
狩
り
か
ら
始
ま
り

冬
の
ス
キ
ー
ま
で
家
内
と
3
人

の
子
供
と
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
自
分
が
こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ご
指
導

頂
い
た
数
々
の
先
輩
方
と
現
職

場
の
上
司
で
あ
る
廣
瀬
雄
一
教

授
並
び
に
稲
桝
丈
司
准
教
授
の

お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
林
　
剛
史

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科

　

北
川
教
授
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
留
学
か
ら
直
接
帰
室
し
、

早
い
も
の
で
三
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
病
棟
レ
ジ
デ
ン
ト
と

の
年
齢
差
も
10
歳
以
上
に
な

り
、
残
念
な
が
ら
も
は
や
若
手

と
も
言
い
難
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。
近
況
は
、
腹
腔
鏡
下
大

腸
手
術
を
中
心
に
臨
床
に
従
事

す
る
傍
ら
、
論
文
作
成
意
欲
が

高
い
多
く
の
レ
ジ
デ
ン
ト
と
格

闘
の
日
々
で
す
。
責
任
を
持
っ

て
地
域
の
診
療
に
あ
た
る
同
期

の
活
躍
に
刺
激
を
受
け
焦
る
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
な

り
に
少
し
で
も
医
局
の
発
展
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

は
、
高
梨
秀
一
郎
先
生
が
作
り

上
げ
た
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
外
科
医
は
優
秀
で
あ
る
こ

と
は
勿
論
の
こ
と
、
各
部
門
を

ま
と
め
上
げ
るconductor

と
し
て
の
能
力
に
長
け
、
か
つ

円
滑
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

く
し
く
もD

or

先
生
と
高

梨
先
生
が
私
に
伝
え
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
同
じ
で
し
た
。
い
つ

の
間
に
か
若
い
レ
ジ
デ
ン
ト
の

先
生
方
と
手
術
を
す
る
年
齢
と

な
り
ま
し
た
が
、
自
分
が
そ
う

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
次
の
世

代
に
様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

平
成
26
年
開
催
学
会
収
支
報
告
書
（
平
成
25
年
学
会
支
援
募
金
）
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1　参加登録費
医師

看護師・救命救急士・一般参加者
2　懇親会費

3　抄録集販売

4　共催セミナー
ランチョンセミナー 1
ランチョンセミナー 2

ランチョン講演（東京慈恵会医科大学）
ハンズオンセミナー 1（DASH講習会）
ハンズオンセミナー 2（縫合セミナー）

EWS＆Triage 研究会
PEARSプロバイダー講習会

5　企業展示出展料
医療機器展示

6　抄録集掲載広告料
表 2
表 3

表 3対向後付 1頁
後付 1頁

後付 1/2 頁
7　書籍展示

書籍展示料
8　助成金

学会補助金
星医会（東海大学医学部同窓会）助成金
刀鴎会（東海大学外科同窓会）助成金

医師会助成金
9　寄付金

個人寄付金（ワックスマン財団）
個人寄付金（東海大学関連）

企業寄付金
10　その他

預金利息
合計

　収入の部
科目 決算額

13,735,000 
9,645,000 
4,090,000 
400,000 
400,000 
576,000 
576,000 
4,104,000 
1,296,000 
540,000 
540,000 
756,000 
540,000 
324,000 
108,000 
2,700,000 
2,700,000 
1,296,000 
129,600 
108,000 
86,400 
162,000 
810,000 
64,800 
64,800 

2,350,000 
1,000,000 
200,000 
1,000,000 
150,000 
3,365,000 
2,400,000 
475,000 
490,000 

677 
677 

28,591,477 

3,086,994 
760,000 
70,000 

1,208,050 
119,944 
923,000 
6,000 

20,793,105 
6,828,742 
684,800 
5,482,000 
1,640,014 
151,756 
1,370,158 
2,061,720 
50,000 

2,523,915 
1,157,944 
31,304 
359,640 
667,000 
100,000 
1,980,515 
564,461 
301,350 
100,000 
12,500 
150,611 
1,008,458 
28,591,477 

決算額
 支出の部

科目
1　学会準備費

事務局運営費
通信費

印刷物・制作費
郵送・発送費

ホームページ・登録データ管理費
消耗品費

2　学会運営費
会場関係費
会場設営費
機器借上げ費
運営要員費
運営諸経費

国内招待者招聘費
宿泊費
輸送費
料飲費

3　併設展示運営費
募集経費

会場借上げ費
会場設営費
管理費

4　総合運営・進行管理費
5　大学事務局運営費

ポスター・封筒印刷
デザイン料
事務用品費
郵送・発送費

7　消費税
合計

Ⅰ 参加費収入
　1 学会参加費（医師・企業）
　2 学会参加費（コメディカル） 
　3 学会参加費（学生・患者） 
　4 抄録集販売（事前購入）
　5 抄録集販売（当日購入）
　6 拡大役員懇親会費
Ⅱ 広告関係費
　1 プログラム広告　　　　
　　表 4 
　　表 2 
　　表 3
　　後付
　　後付 1/2 頁
Ⅲ 商業展示出展料
　1 基礎・スペース小間出展料
　2 書籍展示出展料
　3 音響展示出展料
Ⅳ 共催セミナー
　1 ランチョンセミナー（大）
　2 ランチョンセミナー（中） 
　3 ランチョンセミナー（小）
　4 イブニングセミナー
　5 モーニングセミナー
　6 アジアの肝移植 ( 共催特別企画）
Ⅴ 寄付金・助成金
　1 日本製薬団体連合会
　2 同門会等寄付
　3 刀林会寄附（ワックスマン財団経費を除く）
Ⅵ その他　
　1 学会本体拠出金
　2 雑収入

合計

　収入の部
科目 決算額

20,521,000 
15,855,000
3,456,000
76,000
198,000
606,000
330,000
2,019,600

270,000
216,000
216,000
540,000
777,600
2,548,800
2,430,000
64,800
54,000

19,764,000
0

9,720,000
5,184,000
3,240,000

0
1,620,000
12,530,000
5,500,000
4,480,000
2,550,000
1,003,916
1,000,000

3,916
58,387,316

14,565,862 
41,910
548,872
1,592,800
992,520
274,264
453,600
3,587,544

0
507,941

0
6,566,411
39,331,255
10,061,742
6,611,704
3,159,992
2,801,448
802,433

0
890,136
9,486,250
4,782,430
735,120
1,582,424
2,907,775

0
58,387,316 

決算額
 支出の部

科目
Ⅰ 事前準備関係費
　1 一般準備経費
　2 財務会計
　3 運営準備
　4 企業協賛
　5 総務・広報
　6 接遇
　7 プログラム
　8 事前登録関係
　9 通信費
 10 会議費
 11 制作費
Ⅱ 当日運営関係費
　1 会場関係費
　2 機材関係費
　3 看板・ポスターパネル関係施工費
　4 運営要員関係費
　5 市民公開講座関係費
　6 ランチョンパスポート
　7 展示会場関係費
　8 飲食会合関係費
　9 招待者関係費
 10 諸雑費
Ⅲ 事後処理費
Ⅳ 運営委託業者業務管理費
Ⅴ 納税想定額準備金

合計

※消費税は 8％で計上しております。

学会参加料収入
セミナー共催金

内訳：ﾗﾝﾁｮﾝ　：1,620,000
ｲﾌﾞﾆﾝｸ ：゙1,620,000
ﾓｰﾆﾝｸﾞ ：　540,000

機器展示出展料
 　内訳：8％：162,000
 　　　　5％：157,500

広告掲載料
 　内訳：表 2：162,000
 　　　　表 3：108,000
 　　　　表 4：216,000

1 頁：86,400
半頁：54,000（8％）
半頁：52,500（5％）

事務局補助金
協賛費（講習会、ストルツ）
抄録集、教育ｾﾐﾅｰﾃｷｽﾄ代
仮払金戻り
利息
寄付金

合　計

 第 19回日本脳腫瘍の外科学会
収支報告

 第 28回日本小児救急医学会学術集会　
収支決算報告

第50回日本移植学会総会
収支決算報告

　収入の部
科目

5,015,025
12,960,000

6 小間
2小間
0小間

4,198,500
23 小間
3小間

741,000
0 口
0口
0口
0口
4口
10口

1,000,000
1,620,000
99,000
37,248
486

2,912,500
28,583,759

決算額
金額単位：円

1．事前準備費（小計1） 
　事務局諸経費 

事務局経費
連絡通信費、交通費

ホームページ作成管理費
打合せ会議費など

仮払金差額分
　印刷関係費
　発送費
　招待者宿泊費
　旅費・謝礼
　スタッフ宿泊費
2．当日運営費（小計2） 
会場費（会場備品など含む）

映像機材PC等関係費
看板作製費

展示小間、パネル費
当日スタッフ人件費
会場設営、搬出入費

その他備品など
会長招宴・懇親会（ﾎﾃﾙ分）

飲食関係費
営業管理費
特別値引き

3．事後処理費（小計3） 
会計関係／振込手数料

礼状作成・発送費
①＋②＋③（合計）

合　計

　支出の部
科目

8,958,109

324,000
91,850
356,400
437,549
37,248

3,408,138
297,382
2,414,000
1,386,662
204,880

19,610,474
6,878,394
3,882,000
260,000
733,000
1,659,750
650,000
209,975
3,997,737
718,861
820,757
－200,000
15,176
1,728
13,448

28,583,759
28,583,759

決算額
金額単位：円

会期：平成 26年 9月 12日～ 13日
会場：東京ドームホテル
会長：吉田一成（59回）

会期：平成 26年年 6 月 6 日（金）～ 7 日（土）
会場：パシフィコ横浜　アネックスホール

会長：上野　滋（57回）

会期：平成 26年９月 10日～ 13日
会場：京王プラザホテル
会長：島津元秀（53回）
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慶
應
病
院 

外
来 

外
科
担
当
表

初
診
外
来
（
午
前
） 

 

　

一
般
・
消
化
器
外
科

月　
　

◎
北
川
雄
光

火　
　
　

篠
田
昌
宏

水　
　
　

板
野　

理

木　
　
　

尾
原
秀
明

金　
　

○
長
谷
川
博
俊

土　
　
　

竹
内
裕
也

　

小
児
外
科

月　
　

◎
黒
田
達
夫

火　
　
　

下
島
直
樹

水　
　

○
星
野　

健

木　
　
　

藤
野
明
浩

金　
　
　

山
田
洋
平

土　
　
　

藤
野
明
浩

　
　
　
　

下
島
直
樹

　

心
臓
血
管
外
科

月　
　
　

吉
武
明
弘

火　
　
　

岡
本
一
真

水　
　

○
饗
庭　

了

木　
　

◎
志
水
秀
行

金　
　
　

工
藤
樹
彦

土　
　
　

加
島
一
郎

　

呼
吸
器
外
科

月　
　

○
大
塚　

崇

火　
　

◎
淺
村
尚
生

　
　
　

○
大
塚　

崇

水　
　
　

神
山
育
男

木　
　
　

神
山
育
男

金　
　

◎
淺
村
尚
生

土　
　
　

木
下
智
成

　

脳
神
経
外
科

月　
　

○
大
平
貴
之

火　
　
　

佐
々
木
光

　
　
（
第
１・３・５
）  

三
輪　

点

　

  （
第
２・４
）　　

高
橋
里
史

水　
　
　
　
　

戸
田
正
博

木　
　

◎
吉
田
一
成

金
（
第
１・３・５
）  

秋
山
武
紀

　

  （
第
２・４
）　　

三
輪　

点

　
　
　
　

堀
口　

崇

土　
　
　

秋
山
武
紀

　
　
　
　

高
橋
里
史

◎
印 

診
療
部
長

○
印 

診
療
副
部
長 

 

特
殊
外
来
（
午
前
）

月 

食
道
・
胃　
川
久
保
博
文

　
　
　
　

高
橋
常
浩

　

乳
腺　
　

坂
田
道
生

　

血
管
外
科 

松
原
健
太
郎

火 

肝
胆
膵
・
移
植　

阿
部
雄
太

　

血
管 　
　

尾
原
秀
明

　

腸　
　
　

長
谷
川
博
俊

水 
乳
腺 　
　

高
橋
麻
衣
子

　
　
　
　

関　

朋
子

　

肝
胆
膵
・
移
植　

八
木　

洋

　

呼
吸
器　

渡
辺
真
純

　

小
児
移
植 

星
野　

健

　
　
　
　

山
田
洋
平

木 

血
管 　
　

松
原
健
太
郎

　

乳
腺　
　

林
田　

哲

　
　
　
　

関　

朋
子

　

肝
胆
膵
・
移
植　

日
比
泰
造

金
腸　
　
　

岡
林
剛
史

　
　
　
　

鶴
田
雅
士

　

肝
胆
膵
・
移
植　

篠
田
昌
宏

土
食
道
・
胃  

竹
内
裕
也

　

腸　
　
　

茂
田
浩
平

特
殊
外
来
（
午
後
） 

月 

肝
胆
膵
・
移
植　

北
郷　

実

　

食
道
・
胃  

竹
内
裕
也

　

ヘ
ル
ニ
ア 

和
田
則
仁

　

呼
吸
器　

大
塚　

崇

　
　
　
　

神
山
育
男

　

機
能
疾
患
パ
ー
キ
ソ
ン
病
（
月
１
回
）

　
　
　
　

大
平
貴
之

火 

肝
胆
膵
・
移
植　
北
郷　

実

　

食
道
・
胃  

和
田
則
仁

　
　
　
　

高
橋
常
浩

　
　
　
　

中
村
理
恵
子

　

内
視
鏡（
第
１
・３
）

　
　
　
　

古
川
俊
治

　

呼
吸
器　

神
山
育
男

　

心
臓　
　

岡
本
一
真

水 

乳
腺 　
　

林
田　

哲

　
　
　
　

高
橋
麻
衣
子

　

免
疫
療
法
（
第
３
）

　
　
　
　

戸
田
正
博

　

脳
腫
瘍
補
助
療
法
Ⅱ 

　

　
　
　
　

佐
々
木
光

　

小
児
移
植  

星
野　

健

木 

乳
腺 　
　

高
橋
麻
衣
子

　

血
管
外
科 

尾
原
秀
明

　
　
　
　

松
原
健
太
郎

　

小
児
移
植  

山
田
洋
平

　

脳
・
定
位
放
射
線
（
第
１
）

　
　
　
　

小
林
正
人

　

肝
胆
膵
・
移
植　

篠
田
昌
宏

金
腸　
　
　

鶴
田
雅
士

　
　
　
　

岡
林
剛
史

　

機
能
疾
患
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病（
月
１
回
） 

　
　
　
　

大
平
貴
之

　

脳
血
管
障
害 

堀
口　

崇

　

脳
神
経
（
第
１
・３
・５
）

　
　
　
　

秋
山
武
紀

編
集
委
員

編
集
後
記

●
野
澤　

達
郎　

君
（
40
回
）

　
　

 　

平
成
26
年
７
月
21
日

●
荒
川　

亮　

君
（
26
回
）

　
　

 　

平
成
26
年
12
月
４
日

●
久
保　

脩　

君
（
39
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
１
月
22
日

●
平
井　

秀
幸　

君
（
33
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
１
月
24
日

●
末
舛　

惠
一　

君
（
28
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
１
月
29
日

●
奥
井　

俊
一　

君
（
57
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
２
月
12
日

●
守
屋　

荒
夫　

君
（
27
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
２
月
22
日

●
石
引　

久
弥　

君
（
35
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
３
月
５
日

●
大
西　

英
胤　

君
（
34
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
３
月
12
日

　

刀
林
新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で

外
科
学
教
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
も
古
い
も
の
は

昭
和
4
年
刊
行
の
第
4
号
が
閲

覧
可
能
で
す
。医
学
部
新
聞
は
、

第
2
次
大
戦
終
了
後
4
年
あ
ま

り
経
っ
た
昭
和
24
年
3
月
に
医

学
部
新
聞
復
刊
第
1
号
が
発
行

さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
以
前

に
関
し
て
は
資
料
も
見
当
た
ら

ず
不
明
で
す
。
そ
う
な
る
と
現

存
す
る
刀
林
会
報(

第
4
号
〜)

は
、
外
科
医
局
の
歴
史
の
み
な

ら
ず
医
学
部
の
歴
史
を
知
る
上

で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
第

5
号
の
外
科
開
局
10
周
年
記
念

号
な
ど
は
、
現
在
も
続
く
会
員

の
近
況
報
告
は
も
と
よ
り
、
教

授
を
囲
ん
だ
観
劇
会
や
ら
、
旅

行
記
、
各
科
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
結
果
、
新
入
局
員
の
運
勢

判
断
、
外
科
医
局
の
歌
の
作
詞

等
、
最
後
の
特
別
付
録
の
銀
座

案
内
ま
で
、
読
後
は
瞼
の
裏
に

当
時
の
医
学
部
の
生
活
が
垣
間

見
え
る
よ
う
で
す
。
第
１
０
５

号
の
刊
行
に
あ
た
り
、
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

が
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、
第
5
号
の
行
間
に

溢
れ
る
多
士
済
々
の
先
達
諸
兄

の
ペ
ン
先
に
込
め
た
情
熱
を
忘

れ
ず
、
刀
林
の
発
展
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
う
次
第
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
．
Ｋ
）

委
員
長　

小
澤　

壯
治

委　

員　

佐
藤　

周
三

　
　
　
　

磯
部　

陽

　
　
　
　

小
澤　

壯
治

　
　
　
　

川
村　

雅
文

　
　
　
　

古
梶　

清
和

　
　
　
　

藤
野　

明
浩

　
　
　
　

大
塚　

崇

　
　
　
　

下
島　

直
樹

　
　
　
　

秋
山　

武
紀

　
　
　
　

吉
武　

明
弘

　
　
　
　

鶴
田　

雅
士

刀
林
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
つ
い
に
公
開

　

２
月
23
日
、
よ
う
や
く

刀
林
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
公
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
準
備
を
始
め

て
か
ら
１
年
を
要
し
た
上

に
、
内
容
も
ま
だ
ま
だ
貧

弱
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

つ
ひ
と
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
注
目
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
会
誌
「
刀
林
」
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
す
。

最
も
古
い
も
の
は
昭
和
４

年
12
月
発
刊
の
第
４
号
で

す
が
、
こ
れ
は
一
見
の
価

値
が
あ
り
ま
す
。
是
非
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。な
お
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
で
す
。
会
員
の
先

生
方
に
は
別
途
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
が
、

事
務
局
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

刀
林
会
の
先
生
方
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
会
員
の
皆
様
の
役

に
立
つ
サ
イ
ト
に
し
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
引
き
続
き
ご
指
導

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

和
田
　
則
仁
（
74
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）


